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I.山梨県森林総合研究所 90年の歩み
年 時 内 容

昭和10年 (1935)
10月 1 日

山梨県林業試験場設置(山梨縣令第42号 昭和 1 0年q月30B)。造林部、治水及林産物製造部、木工部、庶務部の4
部制(山梨縣訓令乙第230号 昭和10年10月 1日)

昭和 1 1年(旧36)
2月20日 南都留郡福地村(現富士吉田市上吉田)に庁舎竣工

昭和旧年 (1944)
10月25日

r林業試験場報告(現 r山梨県森林総合研究所研究報告」)第一號」刊行

昭和36年 (1961)
4月 1 日 県営富沢林木育種場設置

昭和37年 (1962)
3月31 日

1"山梨県林業試験場報告第 1 0号」刊行

昭和38年 (1963)
3月31 日 (■森林立地解析図」刊行

昭和40年 (1965)
10月丨日 創立30周年記念式典開催、試験場一般公開および「山梨県林業試験場30年誌」刊行

昭和43年(旧68)
4月 1 日

林業指導所を合併し、甲府市飯田町(飯田五丁目)に移転。併せて富士吉田市上吉田に林業試験場富士分場(現富士
吉田試験園)および南巨摩郡富沢町福士に林業試験場峡南分場(富沢林木育種場併設) を設置

昭和43年 (1968)
4月 富士山県営有料道路(富士スバルライン)沿線緑化に関する調査・試験を開始し、永久調査区を設定

昭和44年(旧曲
3月 1 日 I■山梨県の林業地図J刊行

昭和45年(旧ワ0)
8月20日 甲府市岩窪町に林業試験場本場庁舎完成

昭和45年("0)
1 1 月20日 甲府市岩窪町に木材関係機械工作室及び乾燥室完成

昭和45年 (1 970)
12月 新庁舎での業務開始

昭和46年 (1971)
3月3t 日 「森林立地解析図(改訂版)」刊行

昭和48年 (1973)
3月

(■山梨県民有林適地適木調査説明書」刊行開始(昭和54年3月まで合計 1 5冊)

昭和48年 (1473)
4月 1 日 全国林業試験研究機関協議会会長(昭和50年3月31日まで)

昭和50年 (1975)
3月31日

1 情報(現|■森研情報」)No. 1」刊行

昭和51年(旧ワ6)
3月31日 嶼南分場廃止

昭和53年(旧ワ3)
3月 >•山梨県森林計画区別主要樹種林分収穫表(ヒノキ、アカマツ、カラマツ)」刊行

昭和56年 (1(781)
3月 「土地分類基本調査(土壌図)」刊行開始(平成5年3月まで合計 1 1冊)

昭和58年 (1983)
4月 1 日 全国林業試験研究機関協議会会長(昭和60年3月31 日まで)

昭和59年(旧84)
4月 1 日

林業試験場、林業研修所および林産事務所の三場所を統合し、山梨県林業技術センター設置［総務課、試験研究部、
技術開発部、研修指導部、富士分場、富沢採種園］(中巨摩郡白根町、甲府市岩窪町、富士吉田市、富沢町)

昭和60年 (1985)
4月 I 日 「旧県営篠尾苗畑」において「特用,薬用樹木園造成事業(県単)」開始

昭和62年(旧8ワ)
10月 14〜16日 第39回日本林学会関東支部大会開催(山梨大学外)

平成4年 (1%?2)
4月 1 日 山梨県林業技術センターの組織変更［給務課、企画指導部、森林環境部、資源利用部、富士分場、富沢採種園］
平成6年(1994)
4月 1 日 山梨県林業技術センターを改組し、南巨摩郡増穂町に山梨県森林総合研究所設置

平成6年 (1 994)
4月 1 日 山梨県森林総合研究所研究基本計画(第 1次)策定
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,年 時 内 容
平成6年 (1994)
4月2ワ日 山梨県森林総合研究所竣工式挙行

平成7年 (1945)
4月 IS 富士分場を富士吉田支所に名称変更

平成7年 (1995)
ワ月 12日 皇太子殿下•雅子妃殿下行啓

平成7年 (1995)
10月3〜4日 第47回日本森林学会関東支部大会開催(山梨大学)

平成8年 (1996)
3月25日 富士吉田市新西原に山梨県森林総合研究所富士吉田支所(現富士吉田試験園)を新築移転し竣工式挙行

平成9年(旧9ワ) 富士吉田支所を富士吉田試験園に名称変更

平成g年(iqgワ)
5月28日 北巨摩郡小淵沢町上笹尾に八ヶ岳薬用植物園(旧県営篠尾苗畑)開園

平成 1 1年 (iqqq)
2月 1 日 「山梨県森林総合研究所研究報告第20号」刊行

平成W年 (195?)
3月 「有用広葉樹 苗木のつくり方」刊行

平成 1 1年 (iqqg)
3月31日 3梨県森林総合研究所研究基本計画(第2次)策定

平成13年 (2001)
3月

Fニホンジカ個体群管理のための基礎的調査一富士北麓編一」刊行

平成16年 (2004)
3月31日 山梨県森林総合研究所研究基本計画(第3次)策定

平成 1 7年 (2005)
10月2日 創立ワo周年記念式典開催および研究所の一般公開
平成 1 ワ年 (2005)
10月2”28日 第57回日本林学会関東支部大会開催 (KKRニュー芙蓉)

平成18年(2006)
4月 1 日

林業普及指導員の研究所集中配置にともない組織変更［総務課、普及指導部.森林環境研究部、資齿利�研究部、富
士吉田試験園、南部林本育種園、八ヶ岳薬用植物園］

平成21年 (2004)
3月31日 山梨県森林総合研究所研究基本計画(第4次)策定

平成21年 (200の
3月 『森や木を野生動物から守る一獣害防除事例集一」刊行

平成21年 (2009)
4月 1 日 組織変更［総務課、普及指導部、森林研究部、富士吉田試験園、南部林本育種園、八ヶ岳薬用植物園］

平成23年 (201 1)
3月31 日

r山梨県森林総合研究所研究報告第30号」刊行

平成24年(2012)
4月 1 日

林業普及指導員を本庁及び林務環境事務所、森林総合研究所に分散配置［総務スタッフ、研修•普及科、森林研究部、
富士吉田試験園、南部林木育種園、八ヶ岳薬用植物園］

平成26年 (2014)
10月け日 第4回関東森林学会開催 (KKRニュー芙蓉)

平成26年 (2014)
3月31 日 第5次山梨県森林総合研究所研究基本計画策定

平成27年 (2015)
10月 1 日 創立80周年記念式典開催

平成31年 (201の
3月31 日 第6次山梨県森林総合研究所研究基本計画策定

令和4年 (2022)
4月 f 日 専門学校山梨県立農林大学校森林学科開講。本研究所内に富士川キャンパス設置

令和5年 (2023)
1 1 月2日 第 1 3回関東森林学会大会開催(山梨県JA会館)

令和6年 (2024)
3月31日 第7次山梨県森林総合研究所研究基本計画策定
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n.平成 27(2015)年度以降の山梨県森林総合研究所研究報告掲載論文の要旨
第 35 号：「3(2015)
飯島勇人•長池卓男「亜高山帯針葉樹林の更新動態にニホンジカが与える影響〜防鹿柵設置 5年後の比較から〜」
ニホンジカによる摂食が亜高山帯針葉樹林の動態に与える影響を明らかにするため、2010 年に南アルプス国立公園

の北沢峠周辺の亜高山帯針葉樹林において調査区を設定し、立木 (高さ 1.3mの直径DBHが 3cm以上)および稚樹
(樹高 30cm 以上で DBHScm 未満)のサイズ、樹種、剥皮率(周囲長に占める剥皮部分の割合) を調査した。また、調
査区の半数に防鹿柵を設置した。2014 年に同様の調査を行った。2010年時点で、立木よりも稚樹の方が剥皮率が高く、
特に標高 2000m付近の調査区における死亡稚樹に占める剥皮率は、平均で 94.4%と非常に高かった。2014年に新た
に発生した剥皮は立木及び稚樹で非常に少なく、更新した立木及び稚樹の数は柵内外で差が見られなかった。2010 年
に生存していて 2014年に死亡した立木及び稚樹は、2010年時点での剥皮率が高い個体であった。そのため、この 5年
間においてニホンジカによる剥皮は少なかったものの、稚樹を選択的に剥皮し、剥皮率が高い場合に立木や稚樹の死亡
率を高めることで、ニホンジカは亜高山帯針葉樹林の樹木の動態に影響を与えると考えられた。

第 35号:5-9(2015)
飯島勇人「2014年に山梨県で発生した大雪がニホンジカの動態に与えた影響」
2014 年 2 月に、山梨県内で記録的な大雪が発生した。他地域では大雪が発生した際にニホンジカが大量に死亡す

ることが報告されていることから、大雪が山梨県のニホンジカ個体群の動態に与えた影響を明らかにすることは、今後の
山梨県のニホンジカ個体群管理の上で重要である。そこで、ニホンジカの死亡個体を報告する様式を作成し、大雪発生
後の 2014年 3 月から 6 月にかけて、ニホンジカの死亡個体に関する情報を収集した。報告された死亡個体は 214個体
であった。傾斜が急な場所ほど餓死ではなく雪崩によって死亡していたと報告される傾向にあった。1 歳以上のメスは死
亡個体の 46 %を占めていた。大雪によって死亡した個体の割合はほとんどの場所で低かったが、一部の場所では 30%
以上の死亡が発生していた。以上の結果から、2014年2 月に山梨県で発生した大雪は、場所によってはニホンジカの数
を減少、あるいは増加を抑制していた可能性が示唆された。

第 35 号：11-16(2015)
大津千晶「播種エが施工された治山林道法面における施工後初期の緑化成績に影響を与える要因」
施工後初期の法面の緑化成績に影響を与える要因を調べた。クリーピングレッドフェスク、トールフェスクは発生期待本

数が多いほど成績は上が'る傾向にあった一方、ススキ、ホワイトクローバー、コマッナギは発生期待本数が多いほど成績
は下がる傾向にあった。傾斜角度が急になるほど成績は低下し、斜面方位については東、北、南、西の順に成績が低下し
た。イネ科の草本種が 1000 本/n2程度以上播種された箇所では、緑化成績が「可」以上となる傾向にあった。

第 35 号：17-29(2015)
高野昭人•戸沢一宏•柴田 尚「山梨県内における薬用植物資源の調査」
2012年 4 月から約 3年間、山梨県内各地において、自生する薬用植物資源について調査を行ってきた。本稿では、特

に注目して調査を行ったサルノコシカケ科マッホド(茯苓)とキンポウゲ科オウレン属植物についての調査結果を報告す
る。また県内を調査した結果、資源として注目された、トリカブト、サラシナショウマ、ウスバサイシン、センブリなどの薬用植
物について紹介する。さらに 2014年 9 月に北岳で行った調査で観察した植物リストを添付した。

第 35号:31-36(2015)
本多琢己「異なる試験方法によるスギ正角材の強度特性及び含水率の評価」
高温セット法により乾燥されたスギ正角材を供試材とし、3 等分点 4 点荷重式、小荷重載荷式及び打撃式による曲げ

強度試験を行い、各方式による曲げ強度性能を評価した。曲げ強さ(MOR)と曲げヤング係数(MOE)の間に強い相関
&=0.67)が認められ、次式によりMOEだけからMOR を精度良く推定できる。動的ヤング係数も曲げヤング係数にほぼ
等しかった。一方、MOR と最大節径比及び最大集中節径比との相関は低かった。機械等級により区分を行うとMOR の
変動が減少することがわかった。次にマイクロ波式、高周波式及び電気抵抗式の 3方式で水分測定を行った。マイクロ波
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式では養生の有無に関わらず含水率との誤差が最も小さかった。養生前の厚さ方向の水分傾斜をもつ場合は、マイクロ
波式の最大値と最小値の差を用いて、高周波式で測定された材を区分することによって、危険側に評価された材の 95%
を抽出可能であった。また、養生後の水分傾斜が平準化された状熊の測定においても、マイクロ波式では高周波式で危
険側に評価された材の 75%を安全側に評価できた。

第 35号：37-41(2015)
小澤雅之「伐木造材機による造材作業の分析」
伐木造材機による造材作業の様子をビデオ撮影し、作業分析を行った。実際の現場は多様であるが、今回は一つの

指針を示すために全て同一の条件下として解析した。総作業時間に占める造材時間の割合は 64.6%だった。また、伐木
造材機による造材本数は 1時間あたり 45 本程度と推算された。造材木の積上げ場所は伐木造材機の設置場所と機体
の可動領域に制限され、造材作業の生産性が低下するため、適切に搬出する必要性が認められた。

第 35号:43-46(2015)
大地純平「テキストマイニングを用いた山梨県森林 GIS利用者アンケートの分析」
平成 26 年 4 月 1 日付で運用開始された改訂版山梨県森林 GIS「山梨県森林情報管理システム」の利用状況や改

善項目を調べるため、森林環境部職員を対象にアンケート調査を行った。調査の結果、回答した職員の 44%が業務利用
しており、「保安林整備、森林計画、県有林に関する造林計画•発注」など様々な業務で利用されていることが分かった。
また、今後特に必要な事としては「マニュアル作成」と「操作方法研修の開催」が挙げられた。

第 36 号：1-5(2017)
飯島勇人「甘利山における 2種類のシカ密度指標の動熊」
山梨県韮崎市甘利山におけるニホンジカの密度を把握するため、糞粒法とカメラトラップ法を甘利山で行った。糞粒法

は草原と森林で 20 調査区 (1 つの調査区は 1x1m)ずつ設置し、毎月新たに排泄された糞粒数を調べた。しかし、調査
区内に排泄される糞粒が非常に少なく、個体数を推定することはできなかった。一方、io 台の自動撮影カメラを設置した
ところ、ニホンジカは合計で325個体撮影され、その密度は 7 月は 9.4頭/knA 8 月は 6.9頭ハ612、9 月は 7.9頭/knA
10 月は 7.3 頭/ knAU 月は 6.2 頭/ km2と推定された。今後は、他の推定方法との比較を行い、カメラトラップ法の推
定値の妥当性を検証する必要がある。

第 36号:6-9(2017)
長池卓男「山梨県森林総合研究所実験林アカマツ枯損調査区における林分動態とニホンジカの剥皮」
山梨県森林総合研究所実験林アカマツ枯損調査区において、天然更新した樹木を中心として伐倒燻蒸典理 11年後

の林分動態とニホンジカの剥皮の状況を調査した。2014年の胸高直径 3cm以上の新規加入幹数が 2008年に比較し
て約 5倍増加し、コナラとクリが多かった。新規加入幹数に対して、2008年は約 30%が萌芽由来であったが、2014年に
は約 60%であった。2014 年のニホンジカによる剥皮は、2003 年の 18 倍、2008 年の 5 倍に増加していた。主に剥皮さ
れていたのはリョウブとウリカエデで、将来的に林冠層を構成する高木性樹種として期待されるコナラ、クリやカスミザク
ラへの剥皮は少なかった。コナラの順調な成長と更新がこのまま継続するとすれば、アカマツとコナラにより林冠が構成さ
れる可能性が高い。

第 36号:10-19(2017)
大津千晶「乙女高原の半自然草原群落内に出現した維管束植物J

山梨市の乙女高原の高茎草本群落に出現する野生植物の目録を作成した。調査の結果、60科 144属 214種(草本
種:171、木本種:43)の維管束植物が記録された。

第 37 号：「4(2018)
長池卓男•荒川史子「ニホンジカに剥皮されたカラマツ人工林を構成する樹種の 12年間の生残」
カラマツ人工林で 2005 年に剥皮の状況を調査した林分を 2017 年に再調査し、剥皮の状況や生残について明らか
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にした。全体として、剥皮本数は減少しているものの、2005 年から 2017 年の間に新たに剥皮された生立木もみられた。
2005 年の剥皮率(ニホンジカにより最も広く剥皮されている部位における幹の全周に対する剥皮割合)が高い幹ほど、
2017 年には枯死している傾向が高かった。ウラジロモミでは、剥皮率が低くても枯死している割合が高いが、カラマツや
ミヤマアオダモは剥皮率が 80%を超えると枯死している割合が高いものの、剥皮率が比較的高くても生存している幹も
みられた。したがって、樹種により剥皮からの耐性が異なることが示唆された。カラマツでの 2005年と 2017年の剥皮率
を比較すると、樹皮の再生によって剥皮率が減少している個体も見られるものの、剥皮率が増大して再度剥皮されている
個体のほうが多かった。したがって、今後も剥皮が継続されれば、枯死率が増大することが推測される。

第 37 号：5-9(2018)
長池卓男「カラマツ人工林と落葉広葉樹二次林におけるササ類へのニホンジカの影響」
北杜市須玉町内県有林でササ類(スズタケ、ミヤコザサ)が生育しているカラマツ人工林とミズナラを主とする落葉広

葉樹二次林において、それらの高さと被度を 1999年と 2017年で比較した。ミヤコザサのそれらは増加もしくは維持され
ていたものの、スズ、タケでは大きく減少していた。この期間のニホンジカの推定個体数が急増していること、開空度も増大
しているがスズタケの再生が見られないことから、ニホンジカの摂食によるスズタケの衰退が示唆された。スズタケが衰
退もしくは消滅し再生しない林分では、これまでの土壌被覆効果が失われるため、土壌浸食等に留意する必要がある。

第 37号:10-14(2018)
小澤雅之「除湿空気によるチップ材の乾燥」
燃料用チップの含水率管理として、既存の設備を流用したチップ乾燥法を検討した。外部の湿度に関係なく、無風状

態ではチッフ。の乾燥は進まないが、送風を行うことでチッフ。の含水率を低減させられることが認められた。さらに、送風時
に用いる空気の湿度が低ければ、市販の除湿機を用いてチップIの乾燥をより進行させられることが示唆された。

第 37 号：15-21(2018)
戸沢一宏•小林 浩*小泉美樹•木村英生•樋口かよ•尾形美貴•長谷川達也•北島潤一•高野昭人•小松弘幸 r新い、バ
イオマーカーによる山梨県内有用植物等探索と活用」
腎機能障害の指標として尿たんぱく等が用いられているが、最近では初期の腎機能障害に対するバイオマーカーとし

て、L-FABPが臨床で用いられている。このレFABPの抑制する植物等が腎機能障害への進行を抑制することができる
と考え、有用な植物を探索した。効果の確認には、ヒトの L-FABP 発現遺伝子を導入したマウス (hL-FABP Tgマウス、
シミックファーマサイエンス所有) を用い、シスプラチン投与後のL-FABPの上昇を比較し、効果を確認した。この結果、モ
モの花、ウコギ等で抑制効果が確認された。

第 38 号：1-4(2019)
長池卓男•飯島勇人•荒川史子「甲武信ヶ岳周辺の亜高山帯針葉樹林におけるニホンジカの剥皮の影響」
奧秩父地域甲武信ヶ岳周辺のシラビソが優占する亜高山帯針葉樹林において、2009年から 2018年にかけてのニホ

ンジカの剥皮の影響について明らかにした。2018 年の立木密度は 2009 年の 66%に減少しており、特にオオシラビソの
減少 (44%)が顕著であった。優占するシラビソとオオシラビソは、両年とも剥皮されていない立木 (剥皮率0%)が最も多
かった。しかし、剥皮された立木は、シラビソは 66本から 114本、オオシラビソは 13本から 23本へと、ほぼ倍増していた。
両種ともに、調査期間中に枯死した立木のうち、剥皮されずに枯死した立木(剥皮率 0%)が約 9 割であり、立ち枯れに
よって枯死して'いたものが最も多かった。

第 38号：5-14(2019)
大津千晶「甘利山の半自然草原における人の利活用がニホンジカの出現状況に直接的•間接的に与える影響」
甘利山の半自然草原では、草原生植物の保全を目的として、草原の一部で市民やボランティアによる草刈りが行われ

ている。一方、近年はニホンジカ(以下、シカ) の植生への影響が顕在化しつつあり、草原生植物の保全上の課題となっ
ている。そこで甘利山において、人による刈り取り管理が草原群落の種構成に与える影響を調べるとともに、群落へのシ
力の出現に影響を与える要因を、人の利活用の影響も含めて明らかにすることを目的とした。人による刈り取り管理が草
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原植生に与える影響を評価するために、刈り取り管理が実施されてきた群落と実施されていない群落で植生調査を実
施した。シカの出現状況を把握するために,草原群落と周辺の森林群落に自動撮影カメラを設置し、シカの撮影枚数を
記録した。撮影枚数はカメラごと、月ごと、昼夜ごとに集計し、撮影枚数に影響を与える要因を推定した。その結果、草刈り
が継続的に実施されている箇所ではされていない箇所よりも優占種であるミヤコザサの植被率、植生高が低く、広葉草
本種を中心により多くの種が出現した。シカの出現頻度は、人の撮影枚数が多い時期や場所では低くなり、草原よりも森
林で、ミヤコザサの植被率が高い場所よりも低い場所で高くなった。季節では夏、昼夜では夜に高くなった。以上の結果
から、人の活動が活発な場所•時期をシカが回避していると考えられた。一方、継続的な草刈りは優占種の植被率を低く
し、シカの嗜好性が高い広葉草本も増加させる。そのため、シカの密度が一定以下に低減されていない状態での草刈り
は、シカの草原の利用を増加させ、かえって草原植生の衰退を招く可能性もある。シカの密度が低減されていない場合は、
刈り取りした場所では応急的に植生保護柵を設置するなどの対策が必要と考えられる。

第 38 号：15-18(2019)
長池卓男•松崎誠司「シラビソ人工林帯状伐採地に植栽された落葉広葉樹 5種の生残と成長」
シラビソ人工林で帯状伐採された場所に植栽された落葉広葉樹の生残と成長を調査した。調査開始時の 2007 年は
合計で 401 本であったが、2017年には.263 本に減少していた。ヤマハンノキは他の 4種に比較して生存率が低かった。
最も良く樹高成長していたのはヤマハンノキで、ブナは最も成長が悪かった。各個体の樹高成長曲線を回帰直線で近似
した決定係数は、0.8 以上、すなわち、毎年順調に成長を続けていると推定される個体が、イロハモミジは 85%、ミズナラ・
ヤマザクラ•ヤマハンノキは約 70%をそれぞれ占めていたのに対し、ブナは 30%であった。また、ブナは決定係数が 0.3未
満(成長が一定ではなく、低下等が見られる)の割合が約 40%を占め、他の 4種とは大きく異なる成長パターンを示して
いることが明らかとなった。

第 38 号：19-22(2019)
小澤雅之「針葉樹薪材の乾燥と品質」
ヒノキおよびスギの間伐材を薪として利用するため、天然乾燥を1年および2年間行った。屋根があるところと、屋根か

ないところで天然乾燥させ、定期的に質量を測定した。その結果、両樹種とも屋根の有無に関わらず、乾燥開始から 120
日までに著しく質量が減少するが、その後はあまり質量が減少しないことが認められた。その後、1 年および 2 年間乾燥
させた針葉樹薪材を実際に薪ストーブユーザに使ってもらったところ、薪として 1 年乾燥させたものと 2 年乾燥させたも
のでは差異はないが、ともに火持ちがして暖かく、灰量は少なかったとの回答が寄せられた。従って、ヒノキやスギでも十
分に乾燥させれば薪として利用することができると思われる。

第 39号:1-4(2020)
長池卓男•荒川史子「高標高カラマツ人工林の動態に及ぼすニホンジカの剥皮の影響」
高標高域に造成されたカラマツ人工林において、カラマツと天然更新木へのニホンジカによる剥皮の状況について、

16 年間の変化やその影響について明らかにした。立木本数は、各調査区とも一貫して減少していた。各調査区とも、カラ
マツの減少も見られるものの、カラマツ以外の天然更新した樹種の減少の方が顕著であった。天然更新したシラビソが
最も剥皮されており、カラマツは全ての調査区で剥皮されていなかった。枯死木に占める剥皮木の割合は、最も高かった
調査区においても 25%程度であり、剝皮による枯死よりもその他の要因(例えば、競争)で枯死している木の方が多かっ
た。しかし、剥皮本数の多い調査区では剥皮による枯死率も高かったことから、剥皮は林分構造や種組成に影響を及ぼ
していた。

第 39 号：5-8(2020)
長池卓男「列状間伐を実施した人工林における倒木の発生状況」
山梨県内の列状間伐施工地における伐採後の倒木の発生状況について、11 小班(計 22 調査区)で調査した。今回

調査した範囲での列状間伐は、残存木の倒木の発生に深刻な影響を与えてはいなかった。
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第 39 号：9-14(2020)
大地純平「野生動物による放置竹林、管理竹林の利用状況」
3年間の調査において、タケノコ生産期にイノシシが自動撮影カメラを設置した管理竹林に侵入することは無かった。こ

れは、イノシシ侵入防止用に設置された電気柵が十分効力を発揮した結果であると考えられた。一方でニホンジカ、ニホ
ンザルは自由に出入りすることが出来る状況で、タケノコを摂食することが確認された。放置竹林ではイノシシによる竹林
利用が確認されたが、竹林整備を行うことにより、その後 6 ヶ月間は利用が確認されなかった。ニホンジカについては竹
林整備の前後にかかわらず頻繁に確認された。以上のことから、管理竹林においてタケノコを食害していたのは、主に二
ホンジカ、ニホンザルであったことが示唆された。また、放置竹林の整備はイノシシに警戒感を与え一定の忌避効果があ
る事が確認•された。

第 39号：15-21(2020)
大地純平 r市販資材を用いたニホンジカ用簡易囲い罠の開発」
本研究では、「①誰でも容易に囲い罠を設置•運用が可能な事」「②囲い罠資材の確保が容易な事」「③ニホンジカ

の効率的な捕獲が可能な事」の 3 点に注目し、「市販資材を用いた簡易囲い罠によるニホンジカ誘引捕獲」について研
究を行った。囲い罠資材はホームセンターや建築資材店等で購入可能な単管パイプ、落下防止ネットなどを用いて、10
万円以下の資金で構築できるように設計した。また、オプションとして 150m 程度離れた場所から監視とゲート閉鎖を行
うことのできる遠隔閉鎖装置を用意した。囲い罠を用いた誘弓 I •捕獲試験は山梨県南アルプス市高尾の牧場採草地を
利用して実施した。ニホンジカ誘引試験では、週 2 回(火曜日、金曜日)囲い罠内外にヘイキューブを給餌し、採食の様
子を自動撮影カメラで記録した。捕獲については、誘引個体数、馴致の様子を確認して適宜実施した。試験結果から、市
販資材を用いた簡易囲い罠であっても、ニホンジカ捕獲に耐える十分な性能を確保できること、週 2 回程度の給餌であ
っても十分な誘引効果がある事を確認することが出来た。

第 39 号：23-27(2020)
大地純平「熱赤外線カメラ搭載UAV を用いた雪山遭難者の視認性試験」
熱赤外線カメラは観測対象と周辺環境の温度差を感知し映像化する装置である。本試験では雪山遭難者の捜索を

想定して、遭難者の姿勢、待機場所、着衣などの状況によって熱赤外線カメラでどのように観測されるのかを調べた。遭
難者が座ってササ藪の中などに居る場合などは、遭難者とササ藪の温度差が小さく、混ざり合って判別が難しい。シート
類についてはレスキューシート、アルミブランケットなどを使用した場合、高い遮熱効果により熱赤外線カメラで感知でき
ない場合があることが分かった。

第 39 号：29-32(2020)
小澤雅之 r燃料用チップの天然乾燥」
熱ボイラで使用されているチップの天然乾燥法について、破砕前の枝葉の状態、チップを封入したフレコンバックおよ

びチッフ。を堆積させた状態で検討した。その結果、枝葉等の状態で天然乾燥させると、質量は減少したが、フレコンバック
に入れた状態では質量は減少しなかった。また、フレコンバックに封入した場合およびチップを堆積させた状態では、いず
れも表面は乾燥したが、内部は十分に乾燥しない結果になった。さらに、堆積させたチップを夏期に天然乾燥させたとこ
ろ、堆積させた表面の 30mm 程度までは数日で乾燥するが、内部はほとんど乾燥しない結果となった。従って、チップや
未利用材を天然乾燥させるには、気温よりも外気との接触が重要であると考えられる。

第 40号：1-4(2021)
大澤正嗣•飯島勇人「山梨県におけるマツノマダラカミキリの発生予察」
山梨県富士川町にある山梨県森林総合研究所網室にて、マツノマダラカミキリの発生予察を 27年間行った。27年間

の平均初発日は 5 月 29 日、50%発生日は 6 月 25 日、終発日は 7 月 24 日だった。初発までの有効積算温量は 27年
間の平均で 333 日度だった。GLMで解析したところ、その年の 4 月末までの日平均気温が 以上だった日の日平
均気温の積算温量により、マツノマダラカミキリの発生時期(初発日)がある程度推定できることが示された。
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第 40 号；5-9(2021)
長池卓男「富士山 2合目のブナ老齢林における 18年間の林分動態」
2002 年に富士山 2 合目付近のブナ林に設置した 2 つの調査区における 18 年間の林分動態を示した。立木密度に

ついて Plotl の 2002-2008 年は新規加入率が枯死率を上回っていたが、それ以後は枯死率の方が上回っていた。
Plot2 では、2008-2014 年で新規加入率が上回っていたが、それ以外の期間では枯死率が上回っていた。全体的な林
分動態を見ると、立木密度は両 Plot とも減少、胸高断面積合計はPlotlでは増加、Plot2では減少の傾向がみられた。
ニホンジカによる剥皮本数は Plot2 で多かった。Plot2 ではオオイタヤメイゲッへの剥皮が増加していた。枯死した幹数
に対する剥皮されて 幹数の割合は、Plotlでは増加傾向にあった。ナナカマドのような特定の樹種に剥皮が集中した
結果、Plot2のナナカマドは 2020年には消失しており、種構成に変化が生じていた。

第 40 号：1174(2021)
小澤雅之•伊原隆伸•櫻田尚人「チップの天然乾燥における置換効果」
バイオマス熱ボイラで使用されているチップの天然乾燥法について、チップを堆積させたモデルを用いて堆積魂内部

でのチップの含水率変化について検討した。チップを堆積させたままで 7 日間天然乾燥させると、全体の含水率は減少
するが、裏面部の含水率と表面部の含水率とでは差が生じ、裏面部は表面部ほど乾燥しない結果になった。そこで、乾燥
3 日後に表面と裏面とを置換して乾燥させたところ、それまで高い含水率であった裏面部のチップは表面部に配置され
たことで含水率は低下したが、ある程度乾燥していた表面部のチップが裏面部に配置されたことで、乾燥 7 日後の含水
率は増加した。チップを効率的に天然乾燥させるには、外気との接触を最大限にすること、ある程度乾燥したチップを系
から除去•分離し未乾燥チップを露出させる循環などが有効であると思われる。

第 40号:15-21(2021)
大地純平「植栽季節が異なるヒノキコンテナ苗の活着•成長と造林の課題」
山梨県内 3地域にヒノキコンテナ苗 (35cm上：以下「コンテナ苗」)、県産ヒノキ裸苗 (65cm上：以下「裸苗」) を植栽

し、その活着得成長について調査を行った。コンテナ苗は夏、秋、春、裸苒は秋、春に植栽を行った。コンテナ苗の活着率は
春N秋>夏の順で高い傾向にあり、活着率に差があるが春秋でのコンテナ苗植栽に可能性がある。また、一年目調査で
はヒノキコンテナ苗春植えは裸苗春植えよりも 10%程度高い活着率を示した。植栽時のコンテナ苗と裸苗の樹高、根元
直径には倍近く差があり、コンテナ苗は一年の成長で裸苗植栽時と同程度のサイズに成長したが、本試験期間中に裸
苗の樹高、根元直径に追いつくことはなかった。コンテナ苗は春秋植栽の活着率で裸苗より優位で、植栽期間拡大によ
る事業計画の自由度を上げるが、一方で裸苗の成長はコンテナ苗より 1年先取りする形で優位であり、育林期間の短縮
につながることから、効率化と事業経費の面でコンテナ苗および裸苗のどちらが有利であるか十分に検討する必要があ
る。

第 40号:23-26(2021)
戸沢一宏1 の苗生産方法の確立」
ウラルカンゾウは生薬としての使用量が多く、種子を含めてそのほとんどが輸入である。そこで、種子に頼らない苗の
生産方法の開発を試みた。MS培地+IAAおよび挿し芽により、効率的な苗の生産が可能となった。

第 41号:1-28(2022)
大澤正嗣「山梨県において飛翔昆虫用トラップで捕獲されたカミキリムシ」
1999 年〜2018 年の間に、害虫調査や昆虫多様性調査のため設置した昆虫捕獲用トラップによって、捕獲されたカミ

キリムシを同定した。209種のカミキリムシが捕獲され、これらを山梨県内各地域におけるカミキリムシのファウナの一部と
して報告する。

第 41号:29-30(2022)
長池卓男•末木 文「コウョウザンの埋土種子形成可能性」
コウョウザンの埋土種子形成可能性を明らかにするため、土中に種子を埋設し、1 年後または 2 年後にその種子を掘
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り出し、撒き出し法によって発芽能力を調べた。その結果、発芽した種子はなく、埋土種子形成可能性は低いことが示唆
された。

第 41号:31-33(2022)
戸沢一宏 rキヌガサタケの栽培」
主に竹林に発生するキヌガサタケの栽培を可能にするため、菌株の収集•各系統の菌糸の慎重に対する最適条件の

検討、培地構成についての影響について調査した。その結果、栽培最適温度は 20-30℃、培地基材に竹粉などが使用で
きること、栄養源は、米ぬか 20%が最適な条件であることが判明した。

第 42 号：1-18(2023)
大澤正嗣「山梨県のコメッキムシ相 ー飛翔昆虫用トラップでの捕獲ー」
1999 年〜2019 年の間に、害虫調査や昆虫多様性調査のため設置した昆虫捕獲用トラップによって、捕獲されたコメ

ッキムシを同定した。142 種のコメッキムシが捕獲され、これらを山梨県内各地域におけるコメッキムシのファウナの一部
として報告する。

第 42 号：:19-20(2023)
戸沢一宏•長池卓男•長谷川喬平•末木 文( コスト更新技術の開発に関する研究」
皆伐地における低コスト森林更新技術を開発するため、植栽地付近にある樹木から挿穂や種子を採取し、それを基に

再造林を試みた。種子からの発芽は観察されなかったが、ヤナギ類の挿木により、更新が可能であることが判明した。

第 42 号：21-25(2023)
長池卓男「杖立峠周辺の高標高人工林における林分動熊とニホンジカの剥皮」
鳳凰三山杖立峠周辺の高標高人工林におけるニホンジカの剥皮の影響について明らかにした。2014 年に、人工林 3

箇所(Hll、H12、H13)に 10X40m の調査区を設定した。それぞれの調査区において、胸高直径 3cm以上の立木を対
象に個体識別を行い、樹種と胸高周囲長を把握する毎木調査を実施した。その際、ニホンジカによる剥皮の有無も記録
した。同様の調査を 2018 および 2022 年に実施し、枯死や新規加入についても記録した。H11 は、植栽されたシラビソ
がニホンジカの剥皮に好適なサイズよりも大きかったことで、立木密度も変わらず、胸高断面積合計が増加したことが推
測される。一方、H12は、枯死木の多くが剝皮木であり、天然更新したシラビソの優占度が低下していた。H13は、他の 2
つの調査区と比較して、5-10cm クラスが最も多く、その減少が顕著であった。剥皮の影響は小 ことから、小径木
での競争による減少がもたらしたものと思われる。H11 の剥皮率や H12 での枯死木に占める剝皮木の割合は山梨県
内でも最も高い値であるため、森林の維持のために、ニホンジカの影響を今後も注視する必要がある。

第 42号：27-30(2023)
小澤雅之•伊原隆伸•櫻田尚人「網棚乾燥装置におけるチップの含水率変化」
熱ボイラ用チップを天然乾燥させるために網棚乾燥装置を試作した。網目により、最下面の通気を確保した開放型と、

防水シートで網目の通風を阻害した閉塞型とで冬に 1週間天然乾燥を行った。チップ全体の乾燥では、閉塞型より開放
型で含水率減少率が大きかった。一方、堆積させたチップの表面における含水率減少率は、開放型と閉塞型では同程度
の含水率減少率を示したが、最下面では明らかに開放型よりも含水率減少率が小さいことが認められた。開放型であれ
ば堆積 チップ 塊内部にわたりほぼ均等に乾燥しているが、閉塞型では塊内部に乾燥速度に差異が生じるも
のと思われる。また、チップの乾燥には外気との接触が重要な役割であることが推察された。

第 42 号：31-34(2023)
小澤雅之•伊原隆伸•櫻田尚人「バイオマス熱ボイラ炉におけるチップ含水率の影響」
商用熱ボイラで使われているチップの含水率を約 27 ヶ月間測定した。使用されていたチップは皆伐で生じた未利用

材であったが、人工乾燥していないため、含水率の変動が大きく不均一であった。提供されたチップ'の含水率の最小値は
6.5%、最大値は 135.0%となった。含水率の平均値は 49.5%となり、含水率 40〜60%が全体の約 40%を占めた。網棚
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乾燥装置によりこのチップを 1週間天然乾燥させた。乾燥後、商用熱ボイラに投入し、従来の未乾燥チッフセの燃焼挙動
の差異について検討した。未乾燥チンプが燃焼していた時間帯の炉内酸素濃度の平均値は 10.7%を示した。乾燥チップ
が燃焼していた時間帯の炉内酸素濃度の平均値は n.8%を示した。含水率のより低いチップを供給すれば、送り込む酸
素量を減らしても炉内を安定的に燃焼させることができると推察された。

第 43号:1-4(2024)
長谷川喬平「山梨県におけるカラマツコンテナ苗の 3年間の生存と成長」
山梨県内 7箇所に植栽されたカラマツコンテナ苗の生存と成長について 3成長期間調査を行った。コンテナ苗の活着

は調査地間によって異なり、植栽後 1 成長期の枯死率が 20%近い調査地が 5 箇所見られた。そのためコンテナ苗の活
着を過信するのは危険と考えられた。樹高と直径は植栽から経過年数により調査地間で差が見られた。形状比と樹高成
長の関係は明瞭ではなかった。

第 43 号：5-18(2024)
大澤正嗣「山梨県のハムシ相 -24年間の捕獲記録-」
1999 年〜2022 年の間に、害虫調査や昆虫多様性調査のため設置した昆虫捕獲用トラップによって捕獲されたハム

シ科甲虫を同定した。133 種のハムシが捕獲され、これらを山梨県内各地域におけるハムシのフォーナの一部として報告
する。12種が山梨県新産であった。

第 43 号：19-22(2024)
戸沢一宏「新たなきのこ菌床栽培方法の確立」
現在山梨県のきのこ生産については、原木シイタケ、菌床シイタケが主流で、菌床ビン栽培でナメコ、エリンギ、ヒラタケ

等を生産している。山梨県で開発したクロアワビタケ(山梨夏っ子きのこ®)も栽培が始まっている。新たに菌床栽培(袋
栽培)で生産可能なきのこを供給するための栽培方法を検討した。その結果、シロアラゲキクラゲとハタケシメジの栽培
方法を確立した。特にハタケシメジでは、覆土にバーク堆肥を用いない方法が可能となった。

第 43号：23-26(2024)
長池卓男「シラビソ人工林帯状伐採地において天然更新したカラマツへのニホンジカ剥皮」
シラビソ人工林とその帯状伐採地を含む 1.06ha に調査区を設定し、調査区内の樹高 30cm 以上の天然更新してい

る高木性稚樹を対象に調査を実施した。調査区内で287本の高木性稚樹が出現し、うち 259本がカラマツであった。夭
然更新したカラマツは、平均樹高は 371cm、最大樹高は 995cmであった。樹高 1.3m以上のカラマツ天然更新木は、調
査区全体で200 本であり、平均胸高直径は 4.3cm、最大胸高直径は 14.1cmであった。ニホンジカの剥皮率は、0%(全
く剥皮されていない)の個体が最も多かったが(カラマツ全個体数の 51%)、カラマツ全個体の約半数が剥皮されており、
そのうち、幹の 50%以上剥皮されている個体が 18%あまりを占めて 天然更新による低コスト更新が期待されるもの
の、樹皮を剥皮された幹は木材としての価値が大きく低下するため、将来的な木材生産を天然更新で考えるならば、二
ホンジカの剥皮の影響は無視できないだろう。

第 43号:27-30(2024)
大地純平「UAV を用いた下刈り作業地の作業確認」
下刈り作業地の作業確認(検査)の効率化を目指すため、UAV オルソ画像等を活用して 5 試験地で調査を行い、
撮影方法、 撮影タイミング、 利活用について検討を行った。市販の業務用小型 UAV を使用し、下刈り前と下刈り

後の最低 2 回の撮影(高度 60m、OL (Over Lap)：80%、SL (Side Lap)：60%)で検査に十分なオルソ画像 (解
像度 2〜3cm) を取得できた。また、下刈り作業から I〜3週間経過後の間に撮影したオルソ画像(刈り取った下草が枯れ、
亜麻色に変色)と下刈り前のオルソ画像を比較することで、作業確認が容易であることが分かった。下刈り後の「刈り高」
はオルソ画像のみで明確に確認することは出来なかった。しかし、オルソ画像上の変化から、「刈り高」を確認するポイント
を絞ることで、現地確認作業の効率と精度を高めることができる。
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第 44 号：1-18(2025)
長谷川喬平•長池卓男「山梨県のスギ七ノキ•カラマッ高齢人工林へ対応した林分材積表の作成」
山梨県の高齢人工林に対応したスギ•ヒノキ•カラマツの林分材積表を作成した。スギ•ヒノキはこれまで使用されてき

た樹高成長曲線と比較し、高齢でも樹高成長が継続することが示された。林分材積表は、この樹高成長曲線をはじめと
する林分因子の相互関係により、地位別に 4 または 5齢級から 24齢級まで作成した。

第 44 号:：L9”28(2025)
大澤正嗣「山梨県のベニボタル相 -24年間の捕獲記録-」
1999 年〜2022 年の間に、害虫調査や昆虫多様性調査のため設置した昆虫捕獲用トラップによって、捕獲されたベニ

ボタルを同定した。40 種のベニボタルが捕獲され、これらを山梨県内各地域におけるベニボタルのフォーナの一部として
報告する。カクムネクロベニボタル Cautires nakanei /jaAane?(Winkler) はその分布が山梨県で初めて報告された。

第 44号:29-32(2025)
戸沢一宏「森林空間を利用した山菜類の栽培方法の確立」
山梨県内の試験地において、その森林空間及び森林空間内に適していると思われる種を植栽し、成長量や収穫時期

などの調査を行った。各試験地で*は温度、湿度、開空度、照度等の森林環境調査を行った。これらの結果から、それぞれ
の森林空間、植栽位置に適した山菜をリストアップし、それぞれの種の簡易栽培法について検討し、栽培方法を確立した。

第 44号:33-35(2025)
長池卓男「シラビソ人工林帯状伐採地に植栽したヤマザクラの繁殖開始サイズ」
シラビソ人工林の帯状伐採地に植栽されたヤマザクラの繁殖開始サイズを調べた。2007 年に 158 本植栽され、2023
年には 95本が生存していた。2023年には、最大樹高は 871cmとなっていた。順調に成長している個体も見られる一方、
樹高 200cmに満たない個体も見られた。2024 年まで生存していた 95 本のうち、胸高直径 3cm 以上は 62 本、開花し
た個体は 19 本であった。19 本のうち 1 本は、胸高直径 3cm 未満であった(樹高は 487cm)。開花個体の最小樹高は
374cmであった。

第 44号:37-39(2025)
長池卓男「富士山精進湖登山道周辺におけるナラ枯れの拡大状況」
富士山精進湖登山道の 2 合目付近の冷温帯老齢林において、2020 年に単木的なナラ枯れを確認した。その後どの

ようにナラ枯れが拡大するかを 4年間にわたり明らかにした。2021年には枯死木は増加していなかったが、2022年には
4 本増加していた。2023 年には 2 本、2024 年には 1 本が、それぞれ前年と比較して増加して 本林分では、ナラ枯
れは一挙に拡大するのではなく、徐々に拡大していた。2024 年には、精進湖登山道が富士スバルラインと交差する 3 合
目バス停付近(標高 1690m)でもナラ枯れが発生した。

第 44 号：41-46(2025)
林 耕太•長池卓男 r高標高域を中心としたカメラトラップによる野生動物の生息状況の把握」
野生動物のモニタリングを行うことは、動物の保護•管理、森林の生物多様性保全を考える上で重要な課題である。特

に中・大型の哺乳類は、広い行動圏や採食量の多さから森林生熊系や社会への影響が大きく、モニタリングを行う必要
性が高い。しかし、高標高域ではアクセスが容易ではないため、十分な調査がなされていないことが多い。近年野生動物
調査にカメラトラップが普及し、効率的に高標高域でも長期間の継続した観察が可能になった。本研究では 5 年間の力
メラトラップ調査により山梨県の高標高地域の森林における中•大型の哺乳類を中心とした野生動物の生息状況とその
動態を明らかにすることを目的とした。合計 106 台のカメラトラップを南アルプス、八ヶ岳、奥秩父山地に設置し、2019年
から 2023年に撮影されたデータを収集した。その結果 8科10種の中•大型の哺乳類が観察された。撮影された個体の
84.6%がニホンジカであった。カモシカは八ヶ岳と南アルフ'1スの櫛形山で比較的多く撮影され、ツキノワグマの撮影頻度
は全体的に低いものの南アルフ。スの北岳、鳳凰三山、白州で比較的多く撮影された。観察された哺乳類で期間中の増
加•減少傾向はみられなかった。
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第 44号:47-50(2025)
小澤雅之•武居正道「ク'、ラップル操縦者の労働負荷について」
収穫間伐における労働負荷を検討するため、グラップル操縦に従事する作業員にウェアラブル端末を装着し心拍数を

測定した。併せてビデオ撮影し、心拍数の経時変化と映像とを重ね合わせた。グラップル作業は 5 つの項目に分類するこ
とができた。ク'ラップル搭乗時の心拍数は概ね 100 拍/分以下で推移していたが、100 拍/分超となったときの作業は、慎
重を期すような状況や狭い空間でのグラップル操縦時で、操縦者に精神的緊張の程度が強まる場面においては心拍数
が上昇するものと推察した。一方、心拍数の上昇が認められてもビデオ映像からは判別出来ないこともあった。

第 44号:51-53(2025)
大地純平「産業用マルチコプターを用いた単木アカマツへの薬剤散布」
産業用マルチコプターを用いた単木アカマツへの薬剤散布について、樹頂点からの飛行高度別の葉面展着、地面降

着率を調査した。薬剤散布は樹頂点より 3m、6m 上方の飛行高度から行った。何れの飛行高度においても樹頂点の薬
剤展着率は 100%であり、樹頂点から地面側に近づくほど展着率が下がる傾向があった。飛行高度が樹頂点より 3m上
方の場合、樹頂点より 4m下方、飛行高度が樹頂点より 6m上方の場合、樹頂点から 2m下方で薬剤の葉面展着率：が
20%以下となった。薬剤の地面降着率は何れの飛行高度においても 0.9〜2.2%が確認された。
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本田圈(楮合農業技術センタート短鳥勇人 2016 Managing baldness of wildlife: an ethological approach to reducing crop damage Population Ecology 58

長池卓男 2016 登山者はニホンジカの高山帯植生への影響をどのように見ているか？ 保全生蘭学研究 21

飯島勇人 2016 生鵝学分野における状軀空間モデルの利用:趣旨説明 日本生蘿学会語 66

飯島勇人 2016 シカ類の個体群動態の推定における状鱸空間モデルの有用性 日本生修学会誌 66

飯島常人•大地純平 2016 ニホンジカの誘引に通した個の検討 哺乳類科学 56

大津千晶•長池卓男ほか 2017 Evidence of extinction debt through the survival and colonization of each species in semi-natural
grasslands

Journal of
Vegetation Science 28

大津千晶 2017 生物多様性に配慮した地域版の緑化指計を作成するための研究プロセスー山梨県における事例- 日本緑化工学会誌 42

大澤正蜀 2017 Life cycle, ecological characteristics, and control of Trachys yanoi (Coleoptera:Buprestidae), an
important pest of Zelkova serrata

Insects 8

飯島勇人(森林総研) •長池卓男 2017 The factors that determine the intensities of deer browsing and debarking on broadleaf tree around
artificial grasslands

Journal of Forest
Research 22

西川浩己 2018 シリーズ各都道府県の林薬•林産集と達伝育積の関わリ(旧)山梨県 森林道伝育種 7

長池卓男 2018 森林協の別荘協におけるカラマツの管理と課題 関東森林研究 6g

大津正篇隱か 2019 Precipitation on abscised leaves modulates leaf-mining beetle (Trachys yano!} survivorship and
population dynamics

Ecological
Entomology 44

長池卓男 2020 Effects of heavy, repeated bark stripping by Cervus nippon on survival of Abies veitchii in a subalpine
coniferous forest in central Japan

Journal of Forestry
Research 31

長池卓男 2020 Bark stripping by deer was more intensive on nev/ recruits than on advanced regenerants in a
subalpine forest Forests II

長池卓男 2020 The role of bibdivers计y concerns in regional ond nationwide forest management plans of Japan -Do
forest plans promote conservation?

Forest Policy and
Economics 118

松下通也(林木育種セ) •西川浩己ほか 2020 Effects of light intensity and girdling treatments on the production of female cones in Japanese farch
(Lorix kaempferi (Lamb.) Carr.): Implications for the management of seed orchards Forests II

長池卓男 2021 人工林における外来進植栽の現状と課題一針葉尉を中心にー 日本森林学会誌 103

飯島重人(森林槍研) •大落正弱ほか 2021 ニホンジカによる立木の制皮発生に影�する要因の地域間での類傾点と相違点一极数都県のデータを用いた検証一 日本森林学会挂 103

松下通宙(林木育植セ) •西川洛己ほか 2022 Effects of girdling intensity, pruning season and thinning on tree growth, crown vigor and wound
recovery in Japanese larch Forests 13

林 耕太ほか 2022 Density estimation of non-independent unmarked animals from camera traps Ecological Modelling 472

長池卓男 2023 Bark stripping by deer disturbs regeneration in a Larix-Abies subalpine forest Forests 14

長池車男 2023 Floristic homogenizaiion ond differentiation under deer grazing in a subalpine zone in central Japan Diversity 15

大津千畐(干葉県中央博) •長�卓男ほか 2023 Responses to changes in precipitation of plant species vary by functional groups on understories of
temperate forests in central Japan

Forest Ecology and
Management 529

小澤雅之•伊原隆伸•櫻田尚人 2023 カラマッラミナとCLTの曲げ強度 関東森林班究 74

長池卓男 2023 マッ枯れ後のアカマツニ次林を構成する樹木へのニホンジカ剥皮の影響 関東森林研究 74

大津千晶(千葉県中央博) •長池卓男ほか 2023 Effects cf topography and hisloricol human disturbance on the current-day distribution of Betula
davurica in a secondary deciduous forest in central Japan

Journal of Forest
Research 28

大津千晶(千葉県中央傅) •長池卓男ほか 2024 Positive effects of biomass of unpalatable neighborhoods on palatable plants in a grassland
community under heavy grazing pressure by sika deer. Grassland Science 70

長池卓男iまか 2025 Regeneration of subalpine conifer species is inhibited by bark-stripping deer in a Betu/a forest. Arctic Antarctic and
Alpine Research 57

中村誠宏 (北大) •長池卓男•長谷川書平ほか 2025 Physiological profiling of the soil microbe community using the EcoPlate and assessment of soil
properties at 74 planted forest sites across Japan. Ecological Research 40

長池卓男 2025 落葉広葉樹二次林における枯死木の動験 間東森林研究 76

林 耕太 2025 山梨県の亜高山帯針葉樹林におけるコメッガ雅對へのニホンジカの摂食の影響 関東森林研究 76
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(2)学会等発表
発表者名 年 慧名 提後名写会名等 号など

戸沢T 2014 タケ資源の官効利用に関する研究 山梨県捨合理工学研究鹹成果�会

戸沢一宏 2014 新し、バイオマーカーによる山梨臬の有用植粧等貫�の探索と活用 山梨県総含理工学研究機鶴露果発表会

笛島勇人 2014 大雪による山栗県のニホンジカ福犒への野雲 国中林試連生物苴害情輟の寓宜化に関する研究会 率成26年度

飯融人 2014 シカ�体数管理におけるFOSS4Gの活用 日本哺乳難学会大会 2014年度

飯島勇人 2014 ニホンジ加:よる植生へ�厳馨を友«粗く譯価する 日本殯福學会大会 254年度

戸沢一宏 2014 夏季に収理可龍な特用林産物の發培方法の域立 地域篷携フォーラム研究成果発表会

田中 格 2014 篇�林も対臬としたシステム収建奏仍告感 平成26年度

田中 格 2014 スギ、ヒノキ造林地に遑入したタケの整除に�する実在端 聞東森林学会大会 4

中村�f (東京号ト西理浩己Iか 2014 ミニチュア採種圈における少希執ヒノキ品種の早期着花手法の検H 国東森林学会大会 4

長池卓勇 2014 ニホンジカに耙虻れたシラベ�畳と枯死 関東森林学会大会 4

幡島勇人 2014 Debarking of trees by deer are affected by deer densify, tree size, species potofobiliiy, ond moximum snow
depth IUFRO World Congress

大海正M 2014 Life cycie, survival rote in each stage, ond control of on insectpest, Trachysyonai (Buprestidae,
Coleoptero) IUFRO World Congress

西川浩己•為目莓をほか 2014 コンテナ投塔したヒパサ花粗品種株種木における種孑生産性の向上 森林造倉貴Ji学会大会 3

西川浩己 2014 蕩市な閻:通した晶粳の関発 山栗県を頻合騎究甬研究成杲発表会 平臧26年度

田中 掲 2014 人工造毋地に逸入し左タケの喪除に間する室毎烟 山臬県森林給合研究所研究成果発表会 單26�

田中 博 2014 敬讎によ磧牀造成方法の開発 山梨県を牀拾合号的用震就果発衰会 平成26年度

戸式一歩 2014 夏季に取理可能な特用牀産物の裁培方法の確立 山梨県森林終合研簡m究戒果発表会 平成26年度

三枝 茂 2014 高濃乾燥による柱材の材鑑�れの�版方法 山県県森棟給合国郷耕究成果発温会 平成26年度

小津琉之 2014 ま利用木質バイオマスによるエネルギー用村ft 山梨県森糖合議神極究成果発表会 平成26年度

長池卓里 2014 ニホンジか二よる森林と高由帝への虧警 山集秣森林鬻合騎新婦究成果発表会 平成26年度

大津千晶 2014 ニホンジカの影響を受けた事自然草源における犒設置後G植生変� 山梨県森律簷合研�磷究威果発套会 平成26年度

雕勇人 2014 ニホンジカの生鱒と管理技術 山梨県森株獵合嗝牆研究成果発衰会 平成26年度

小澤履之ほか 2015 合成栩蠣仙久隣 京藝大学DOL/LSF萌究商臬報告会

飯島勇人 2015 ニホンジカの情n捐率に影審を与える要因 日本然学会大会 62

田中 格 20(5 傑揉方法が異なる#床に植�された落葉山葉樹の雪葉における亶聚含有量 日本生態学会大会 62

大津千か根鮮男 20)5 遏去に炭焼きが行われ左藉察応菜歯二欠#におけるお少鹿ャエがワカンバの分布 B本M学会大会 62

大浮正周 2015 ケヤキの�虫ャノナミガタチビタマムシの生�史と各ステージの生存事 日本生胖会大会 62

長池卓男 2015 ニホンジカの�食糧高山帯植生の均貸化に及ぼす躍 日本生居学会大会 62

飯島勇人 2015 髄圧はニホンジカによる天�M植生へW瀋蠟減するか？ 8本森林学会大会 126

田中 格 2015 落葉店葉部むけるT/R卒および僅和光合成達度の笹陰氏答 �森林学会大会 126

大地桃平 20!5 市載資材を用いた窮飢嚷によるニホンジカ瑟引號方法�発 日本義株学会大会 126

大湯正島 2015 ヤノナミガタチビタマムシの薬枇よる雕 日本森林学会大会 126

長池卓劈•飯惠勇人•大津千晶•大地匏平 2015 地方公設賜富rのニホンジカ対樹:閣する研究戦路の橫雑swot分桁による山梨県森林龍合科究所における試行一 日本森�学会大会 126

本多環己 2015 API騎の接部に及ぼす黜細瞬 日本木材学会大会 64

阪矮人 2015 The importance of utilization of multiple data sources for estimating deer population dynamics 離野生翁龍建会議

長池卓男噸毒勇人 2015 Effects of sika deer (Cewa*がpponヽ on alpine zone and countermeasures inMinomPaJps National Pork,
Central Japan 国僚野生曼物管理会議

西楠浩己喋田 後 2015 ヒパ�翻離齣生部っいて やまなし産学宮連携曙兜交渡事案研究成果発裏会 平成27年度

本多琢己 2015 構造用製材嘲率断品解理技術 やななし産学宮連擂璟究文流事票研究成果発表会 爭成27年度

�勇人 2015 麓易調査法による ニホンジカの製目)SH 関中梱連生物巷害情報の高度化に関する就会 乎成27年度
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免袤者名 年 題名 推請名•学会名等 号など

田中 格 2015 帯状惶採他に曲下粮雑された建葉広葉局3種の生育状況 関中轉試連森林の更諸技期二聞する研究会 平成27年度

由中 格 2015 甲府市有林岳丈次に6けむ长海国養悔修 聞中柳連春牀の更�郷:射る磷究会 平成27年度

三鼓 蔵•請木秦仁 2015 由梨盛産スギ材かキ製逑したCLTラミナの材質 日本ホ材E工技術蛙食年次大会 33

田中.格 2015 ニホンジカ防隠慎内外に樹下権義された若葉広葉憲3種の生育比較 関東森林学会大会 5

長池卓男•大津干島 2015 クマ壽ぎ国槍資材によるニホンジカ耙��像へG遊荆� 開東森林学会大会 5

大澤正翻 2015 富士山で発生したトウヒッツリヒメハマキの目体教変動 樹ホ獨学会大会 20

西僧浩己 2015 ヒノキ桃症対東種首の生産手法の確立 山県請森尊親合M踊研究或果靠友会 率成27年度

藪穹勇人 2015 ニホンジカの森林生鱒系に及ばす影響と遊切な管理方法の間発 由梨無森林措含撮究落研究成果発表金 率成27年度

大津千昌 2015 治山林泰*窯に!iける生翰多U性に配書した煤itエ指針の作成 山梨県森林携合研究的題発成果凳衰会 平成27年度

本多琢己 2015 計葉樹構造用製材の効率的な品買管理伎術の詩党 山梨県森林鷗合研寛河用覚成果発表会 平成27年度

大地純平 2015 森林GIS力効率運用に向けた都課構新里GISのデータベース構築と経営解析手法の単発 01累農住林拎含研究苒�究龙果発表金 平成27年�

蒙田 周 2015 きのこ研究がこれまヒJこれからL森培をの二を中心として- 山票県森林結合研究所研充成県窮哀会 平成27年度

戸沢1を 2015 極糖を食べレ便う 山終経林指例M冊成!m会 平成27年度

小部鹿之ほか 2016 台&木材の屋外耐久桃陵 京号大学DOL/LSF研究成果セ告会

大地見平 2016 市販資材を用いた国畐囲い罠による普引歯�方法の開発 日本森�学会大会 127

西川浩己•黑目慈行 2016 根域抑制したヒノキタ花&晶様採極木におけるI*子生産について 日本森牀学会大会 127

田中 格 2016 落菜宏葉卷1の装段を答における葉の厚さと光合成達度のトレードオフ 日本森井学会大会 127

飯島寿人 2016 段数の密度指接を用いたペイズ襲茯轉空周モデルによるシカの例体群動蕃の推定 日本森株学会大会 127

飯鳥勇人•憂池卓男 2016 植義広葉樹へのニホンジカの接食苴度に影響する要因 日本森林学会大会 127

長�卓男 2016 地域森林計画における生物多様性の位最づけ B本森株学会大会 127

像島勇人ほか 2016 発見事を考慮したヒメポタルの発生消長動般解折 日本生融学会大会 63

相:池卓男 2016 「環境保全堂林義:保我伐極業の日本における寝関に自けて」コメント 日本生期学会大会 63

大津チ昌•長池幸男 2016 シカの影響を受けた草原群窗:おける植生保境橫の設置年の違いが辱落の回復プロセスに与える�孥 日本生鮮会大会 63

小澤龍え 2016 詹混空気によるバイオマスガス化用チップ材の乾修 日本木材学会大会 66

戸沢一宏 2016 アラゲキクラゲの原木�塔について 間中赤我達きのこ栽培技歯研覧会 平成28年度

田中 格 2016 筋状伐探地に樹下植舞した落M広重樹3種の成読 閉申抹囂建森林の更新技術に開する硏究会 聿成28年度

飯昌勇人 2016 倒体改推定法の歴史とベイズモデルの実�例 日本増乳�学会大会企画シンポジウム 2016年度

載M人 2016 シカ管建国靡の榦定状況とM 日本隠乳基学会大会自由巢会 20区隼度

大澤正関 2016 かソラマルカイガラムシの山#における大発生 度轉害史防�研究会購演要旨集 21

田中 格 2016 花崗岩マサを野材とする山地における土壌精性と土爆漫法能および土壇貯水能の国係 開東森牀学会大会 6

長池卓男•飯春勇人 2016 Upward distributhn of subolpine conifer trees in dwod Betuh emo疝 forests was inhibited by deer
debarking 国標森林林業試験研究標関連合アジア/オセアニア会議

回暁己ほか 2016 カナ?ツ採種部:おける受先佚による後生枝の発生について 森林道京育捶学会大会 5

田中 格 2016 人工造林による広葉樹の更岩:積特性と種我�協 由栗臬有林舞合研究希規究成果発表会 平成28年度

長池卓男 2016 広葉樹の天怒更欝:実現可能性ヒ題 山梨県森林接合硏究施研究成果発表会 平成28年度

山梨県森林結台破究所 2017 山単票におけるカラマツの責導置と隸後研究 森林総合研究所公酣シンポジウム「カラマツとカラマツ購究のこ
れかもーカうマツ資港の持修的利用に向けて一」

EB中 格 2017 落葉広葉樹における留葉の光要果度と被首下での倒体成畳の整合性 日本森林学会大会 128

大地掩平 2017 野生習物による竹林の利幣状況について 日本森林学会大会 128

生方正饅(林太育kセト西川浩己ほか 2017 カラマツ種子の戍!1�相の植栽地隔至異 日本森林学会大会 128

長泡卓男 2017 査牀公国に却ナる生魅系サービスのトレードオフー景気と希少種保全に周するアンケート調査- 日本轟林学会大会 128
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発先" 年 週名 載挂名,学会名等 号など

本多琢己 2017 乾熱息理によるフェノー血尉駐含清技化LVLの�堰じん性の変化 日本木材学金大会 67

長池卓男 2017 Mt Fuji reforestation project -Corporate social responsibility on ecological forest restoration m conifer
plantations m Japan

[ntemational Conference on Forest Landscape
Resforation underGlobal Change

西居浩己 2017 山菓県におけるカラマツ様子•苗木生産の取り組みについて 触林筑連優良種菌研究会

藪池卓男 2017 Restoration processes at fine cutting sites in an even-agedplanfo?砧％Mt. 尸�ム centra! Japan 3rd Restoring Forests: Regeneration and EcaWem
Function for the Future

秋靂篇摩(森蜂難需ト:*;澤正�ほか 2017 日本におけるニセマッノザイセンチュウ2更極の存在 日本際虫学会大会 20け年度

長池卓勇 2017 カラマツが植義きれている麝荘�におけるカラマツ植費木の管震 関東春林学会大会 7

三枝 茂 2017 山梨県産スギCLTうミナの品質 やまなし産学富連携研究交課事篥

西川洁己♦神戸陽一•小林正外羽松直美・
三浦 充•渡辺真紀子ほか 2017 環状�改したカラマツ採種木の造花保造について 森牀道伝育棱学会大会 6

松下造也(林木書植セト西川清己はか 2017 明るさ等の禄速圈理屋に対するカラマツのお聖性のクローン間装異 森昨追伝育績学会大会 6

大部正留•を谷川 文 2017 山梨県におけるマツノマダラカミキリの発生予察 樹木医学会大食 22

生方正億(林木育建セト部11浩己ほか 2018 カラマツほ子の成な�皓の植義�開および年次SJ変具 日本朝繹会大会 129

�池卓男 2018 森林管理における気候変動造宓策の検討 日本森林学会大会 129

義池卓験 2018 ニホンジカに/皮された堂高山富扑葉朗れッ枯死するか？ 日本生態学会大会 65

本多琢己 2018 スギ正角村の畐品質エレメントにに簡する研究 日林村学金大会 68

小澤羅史 2018 針葉樹彝材の長期屋外転焼と品貸 日本本�学会大会 68

西徘浩己 2018 環状単皮したカラマツ採種木の療泉便送について 蘭中林試達優良授蓄n究会
三技 茂 2018 意経性をあ/たホ裏内壁材の開発 やまなし産学官連携交流事薬

小港雅之 2018 バイオマス型ポイラ用のチッブ含水率について 聞策尊林学含大会 8

豊池車�Rが 2018 関臬森林学会大会 8

戸沢一宏 2例8 カンゾウの莪培方法に国する環究 山梨顆森牀総合羅究前凝発載暴発な会 平成2g年度

指村奈穂子 2012 レンゲッッジなどによリ博威される半自然草原群落の保全管理手法の検�ー才まl山における串例研究 山梨鬼森林総含研究�研究成果発表会 平期g年度

大地純平 2018 放置片林を報用したイノシシにホンジカの超導�瀆に駅する靖究 山策来森科総合研究所研究成果発義会 平成29年度

大地範界 2018 ニホンジカの断い、�屋技術の連用性蟬と改良 山梨県森林摸合研究新磚究成果発表会 平成2g年度

小部雅之 2018 木負懲料の品質も:関する曲の解決 山樂線森機合講究所研究成果発�金 平成29年度

三枝 茂 2018 山梨県産スギ材から製造したCLTラミナの材質�性のM明 山梨県春林廳合研究所睛党或果発*会 平成29年度

西川浩己 2018 カラマツ積苗の安定供結のた協の技術同発 山梨県靠身鴇合研究所研究成果発/会 平成29年度

西母浩己 2019 カラマツコンテナ苗の生建手法のU立 山梨県我尊岩合研究所議究成果発表会 平成30年度

長池卓男 20国 特境的な生蠶的森林管理における�少権管鬼支援ツールの開発 山察県義機的究旃皖成果発" 平成30年度

長港卓男 20円 森林公倒や附荘地における保城休養協�の育上に資する森林整備に問する局兜 山梨県森林鴿合研究所礒究成果発表会 平成30年度

本多環己 2019 山梨議産スギ平肯材の鱼度性能輝協 山梨県森林�合研究的要究成臬発表会 平成30�度

大地聊 2019 現爆ニー艾に対応した新たな森林GIS基璽データ主題国の作就手法国発 山梨県森林錦合研究所研究成果発表会 平成30年使

務排浩己 2019 カラマツ光整理による着花健進技術の開業 期支戦略プロジェクト成果発表会「カラマツ種苗の安定的生毒
に向けた技術国発」

大地純平 20m 山栗県におけるヒノキコンテナ苗の植賀季顧別生存率 日本森林学会大会 130

長池卓男 2019 人工林に帘托気候変君建応策の研究爵容 8本森林学会大会 130

費瀬 満ほか 2019 山製県璃鶴山由慧のカラマツ株算函における表面蒞の帮価 日本森林学会大会 130

西川涪己•小林正得•男田直美,三浦 充・
渡辺真紀子ほか 2019 環状単皮したカラマツ探倡木の着果促造効果の密£性について 日本森排学会大会 130

田村 歩(林木育穩セト百川浩己ほか 2019 曲理的用認圖:よるカラマッ短枝事:おける炭素・看索�舞 日本鑫林学会大会 130

至方正俊(林木貴Hセト西川清己功、, 2019 カラマツ種子の最通な採取錚期 日本我林学会大金 130

養池卓男 2019 ニホンジ力の�食の影劇:よる受高山帯植生の均質化 日本生!8学会大会 66



56 山梨県森林総合研究所研究報告 No.45 (2026)

弱案者名 年 題名 技就名*学会名等 号など

小澤雅之•伊原隆伸ほか 2019 バイオマス熟ポイう用チップの天然乾�におけ右含水聿変化 日林科学会大会 69

本多琢己 2019 黄金LVLG朝桂の改良開発 日本木材学会大会 69

臨卓别妙 2019 Debarking by siko deer simplified tree species diversity, rather stond sfrudure, tn an Xi?/fis-broadleoved
foresthcentral Japan IUFRO Abies 2019 2019

三枝 茂 2019 山梨県塞スギおよびカラマツから教境したCLTの強度性能 やまなし産学宮達携国竇交法事策緡究成果冕表会

満•勘H史子•来木 文•長
谷川番平 2019 奥住父由造亜高山帯針葉樹林におけるニホンジカの胃皮の状況 関東森林学会大会 q

小耨之 2019 異なる乾燥条件下でのスギ枝材における表面および内窗劇れの発生について 窗東轟林学会大会 g

田中 格 2019 落葉広義檄における生育端所の相対光強度とN�およびSPAD値の関係 開東每林学会大会 g

大藻正爵 201g 中国皆川省における松材接虫爲の笹宮の猿大と対策の検財 曲ホ雷学会大会 24

吾ル涛己 2020 希少植物等の遺伝資題の増蘊•保存技術の塔立 山顯森槌的的研究成果発衰会 練元年度

大澤正爾 2020 四川就かけ磁へ、蛭害の現状を器の社害価 山臬第森林株合研究所研究成果発表会 林元年度

本多麻己 2020 県産材を�効利用した木質材科 山県�森林務合研防研究成果発表会 林元卑哀

戸式一忠 2020 短木を利用したきのこ生力化我培技術の羅立 山梨喪森林鳥含研究所马究成県発衰会 令和元隼度

養池卓勇 2020 ニホンジカ:関するモニタリングの効率化噴精度化に関ずる母究 山梨東森林指含研究所需究成果発表会 令和元年度

大蟬平 2020 林集悔奉嫁システム(集村環)の近代化に関する目究協発 山契騎牀籍合哂研究成県発卷会 令和元牟度

三枝 茂 2020 山梨第造スギ材及びカラマッオを利用したCLTの基理的製造技南の修立 由鳩森槌合購制研究解発表会 令和元年度

三枝 茂 2020 山梨県義カラマツ構造材の皆度�住に関する請霓-地耳別のカラマツの洋分博造と材貿�性の集够- 由梨塔森林豊含研究用研究成果発表会 令和元年度

大澤正爾ほか 2020 潛章技甲虫ヤノナミガタチとタマムシへのケャキ早羽落葉の効果 甘本生熊学会大会 67

爸池卓男 2020 ニホンジ力の�&に更高山帯計葉彘展樹の更新用削吸ぼす影畧 日本生慝学会大会 67

小澤建と伊�隆伸ほか 2020 バイオマス熱ボイラ用チップの天毎乾燥における含水率套化f第二犧) B本木II学会大会 70

本多母己 2020 山練彦スギ爭負材の黄度性能善毎 白林物学会大会 70

廣海 涓及か 2020 カラマツ大エ#と応葉樹林での湯造能の生校 日本森林学会大会 131

長池卓男 2020 外来種歯義人エ#の堤状と開 日本森林学会大会 131

長谷出薔甲•田中 格ほか 2020 下剛朗間が燈精されたヒノキ•カラマツ標木の5年後の成長 日本森牀学会大会 131

大地�平 2020 君赤外按カメラ搭祖UAVを用いた雪山��者の視認住竭 日�林学会大会 131

小澤屋之•伊原隆伸•櫻田尚人 2020 異なる乾燥条件下におけるスギ技材の乾爆百れ 茴東春林学会大会 ル

養港幸男•寛川史子 2020 企集の段復パフォーマンス推陰と 森林務証林使用の関向 図東森林学会大会 10

大津千頃(千葉県中央博),長池卓男ほか 2020 山火事停止後の落葉山菓樹林内において人為的推社がヤエガワ カンバ Beiuladavurico の分布に与えた招響 植生学会大会 25

大澤正扇 2021 ケャキの害虫(ヤノナミガタチビタマムシ)の粒害、生售加除 山梨聚森株筠合番究極得究戒果発き会 令和2年度

預釧解 2021 育林勧化のた�の低コスト下刈リ方法礴発 山梨意納籠含議対雨究成果発制会 令和2年度

長�卓男 2021 施業林の追結調査と広葉樹の犧特性解第に基づく広葉樹牀施薬技術指計の作成 山梨県森林總合鬲餌請究成果発妻会 令和2年度

大地鈍平 2021 ー賞作菓システム導入に向けた段階的踢�究-ヒノキコンテナ苗植義単れ 小型県森林槍合請究用研究成果発表会 令和2年度

小津盤之 2021 柚臓における能熒理紡の協 山臬県森材験合得蜩理究成果発表会 令版年度

小澤雅之 2021 来算用材 安定供給化によるバイオマスエネルギーの利用慢逢 山梨県森林糙合研究術研究成果発表会 令利2年度

大澤正嗣 2021 山泉県ヒ�川看との間で行われた「森*よ分野における交蕊』最終報告 山型県森林総合研究�曙究成果発表会 令用2年度

廣瀬 和劫、 2021 瑁協山山黄の森林科面における土壊侵食の実基と要師二ついて 日本森林学会大会 132

林 排*長池卓�大蟬里ほか 2021 マーケテ グ分析手法を用いたニホンジカ騎施戰阜の整建の棲君 日本森林学会大会 132

長�韋男•長谷理薔平 2021 ヒノキーカラマツ混交植載人工林における林分楮造 日本森蚌学会大会 132

大地純平 2021 ウォークスルー支3Dレーザー計31极を用いた/牀計利の技な 3本森桂学会大会 132

小津葆と伊察隆伸•幡田尚人 2021 バイオマス型ポイラ用チップの天然乾操における含水率変化(第三報) 日林材学会大会 71
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長池卓男ほか 2021 ニホンジカの剝皮がウラジロモミー落葉広葉樹林構成積の生残に及ぽす設響 日本生曙学会大会 68

大澤正嗣 2021 潜葉性害虫ヤノナミガタチビタマムシの発生とケャキ早期落葉時期の関係について 日本生般学会大会 68

大澤正嗣 2021 カラマツ粮株心寤病について 日本森林学会大会樹
木病害研究会 132

小澤雅之*伊原陸伸•櫻田尚人 2021 カラマツ丸太における動的ヤング案と樹幹内での分布 関東森林学会 1 1

田村 明(林木育種セシ西川浩己ほか 2021 ヒノキミニチュア採種園の管理技術の開発にむほて 森林遺伝育建学会大
金 10

長池卓男 2022 混交複層状態の人工林における間伐指針の検討 山梨県森林構合研究
所研究成果発表会 令和3年度

大地純平 2022 造林地侵入防止相を活用したニホンジカ捕覆の効率化に関する研究 山梨県森林相合研究
所研究成果発表会 令和3年度

廣瀬 満 2022 カラマツ人工林における水源�養機能を条化するための森林管理手法の確立 山梨県森林総合研究
所研究成果発表会 令和3年度

戸沢一宏 2022 竹林を利用したきのこ栽培技術の確立 山梨県森林総合研究
所研究成果発表会 令和3年度

廣瀬 満 2022 森林整備後の土砂流出量の変化について 日本森林学会大会 133

大澤正嗣•養谷川喬平•望月邦良 2022 山梨県におけるカシノナガキクイムシ捕獲域とナラ拈れ発生域の拡大について 日本森林学会大会 133

西川浩己*馬目养行•小林正男・
羽田直美•三浦 充•渡辺真延子ほか 2022 ヒノキ少花粉品種採種木における粮域抑制栽培による着花促進について 日本森林学会大会 (33

長池卓男 2022 ミズナラ二次林とカラマツ人工林におけるスズタケ怙死後の土壌漫食 日本森林学会大会 (33

木村 恵(林木肓種セ) ,西川浩己ほか 2022 ヒノキ球果の採取過期の探索 日本森林学会大会 133

長池卓男 2022 ダケカンバ林に生育する常録針 はニホンジカに集中的に剥皮されているか？ 日本生態学会大会 69

小津龍之•伊原隆伸•櫻田尚人 2022 バイオマス熱ポイラへ投入するチップ含水率と炉への影響 日本木材学会大会 ワ2

西川浩己 2022 カラマツの既存採種園の再生への取り組み(受光伐処理、樹型誘導期理) 関東地区特定母樹等
普及促進会議 令和4年度

林 耕太ほか 2022 ランダムエンカウンターモデル (REM)による群れ集団の協体密度推定 日本哺乳類学会大会 2022年度

西川浩己 2022 ヒノキ少花粉話種採積木の根域神制裁培による着花便進について
関中林試連優良種苗
の普及に向けた高品
質化研究会

3

小脣雅之•伊原隆伸•摂田尚人 2022 カラマツラミナとCLTの曲げ強度について 関東森林学会大会 12

戸沢一宏 2023 特用林産(山菜•薬草•炭)の研究を振り返る 山梨県春林総合研究
所研究成果発表会 令和4年度

西川浩己 2023 さし木によるカラマツ苗の増殖技術の開発 山梨県森林聯合研究
所研究成果発表会 令和4年度

戸沢一宏 2023 低コスト型新技術の開発に関する研究 山梨県森林総合研究
所研究成果発裏会 令和4年度

長池卓男 2023 森林下層植生が土砂流出防止および水源通養機能に及ぼす影響と植生回復に関する研究 山梨県森林籍合研究
所研究成果発表会 令和4年度

三枝 茂 2023 山梨県産ヒノキの強度性館の解明 山梨県森林総合研究
所研究成果発表会 令和4年度

三枝 茂 2023 スギ大径丸太の能身強度選别手法の開発 山梨県森林精合研究
所紐究成果発我会 令和4年度

小澤雅之 2023 カラマツ村によるCLT (直交集成板)の優位性の提示 山梨県森林料合研究
所研究成果発表会 令和4年度

長池卓男•玉田勝也•長谷川喬平•

林 耕太•廣瀬 満 2023 富士山亜高山帯針葉樹林の森林動熊に及ぼすニホンジカ創皮の影響 日本森林学会大会 134

林 耕太 2023 林内で'の局所空間内のニホンジカの土地利用 日本森林学会大会 134

廣瀬 満 2023 高齢線カラマツ人工林の樹冠遮断について 日本森林学会大会 134

玉田勝也 2023 播積工施工後初期の法面の緑化成精に影響を与える要因 日本森林学会大会 134

中田知沙«森林総研) •日下 慶•武居正道
ほか 2023 フオワーダ集材における作業貫の労働負担 日本森林学会大会 134

大地純平 2023 UAV を用いた下草刈り作葉地の作業確藹 日本森林学会大会 134

長池卓男 2023 南アルプス亜高山帯植生の 1 2年間の変化に及ぼすニホンジカの影響 日本生轉学会大会 70

小澤雅之*喪答川番平•三浦 充ほか 2023 カシノナガキクイムシ被害材チップによるバイオマス熱ポイラでの�焼試験 日本木材学会大会 73

林 耕太 2023 カメラトラップによるタイムラプス撮影とセンサー検出による密度推定の比較 日本哺乳類学会大会 2023年度

長池卓男 2023 Effects of bark stripping by sika deer on forest stand dynamics with efevatianal gradient in
subalpine mixed forests, central Japan

1UFR0 Conference
Uneven-aged
silviculture

松下通也(林木育種セ) •西川浩己ほか 2023 カラマツ探積園における母樹の成長と樹勢に対する環状剥皮、剪定時期および間伐の効果 森林遺伝育権学会大
会 12

木村 患(林木育積セA西川浩己ほか 2023 ヒノキにおける採收通期の検証と球果成長に及ぼす積算温度の影響 森林遺伝肓積学会大
会 12
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戸KT 2024 督をなきのこ@床段培方法の確立 山相森悔的究禍蜘臬発表会 令和5年度

林静太 2024 トリュフ我培に連した青桂環境に国する身盅 魄融他物餌麻螺発表会 令和5年度’

長谷川計 2024 高錦線人工轉の連切な管理技制潤する研究 山梨東単纖含研斷献眠結齡 令和5年度

長無男 2024 も型県におけるコウョウザンの植栽可能桂0特も覇兜 占葉県義髓含需究禍究震離会 令和5年意

林 林太 2024 ニホンジが二よる扶進筍突事故の要因解用と対策に関する硅究 山練麟館研期載成歎齢 令和5年度

小澤建之 2024 カシノナガキクイムシ被害木の有効科用に関する視究 山製艙尊齢研餌研究�発表会 令和5年度

三枝 茂 2024 県落簿羞用製材品の品質管理基率に関する研究 麻県森林齡%烟就穌発粧 令和5年度

西出涪己�目お存保坂由美 2024 ワキ今花駆速離札用魂駒制踹によ諸載甑”？ 日本麟学会大会 (35

技池卓男 2024 シラビソ人エ林富状代採地に植義されだ広葉褂の成長 日本駢学会大会 135

林林太 2024 潮り敷がニホンジカの生活環に責要な役留を杲たしている 日楠林学会大会 135

�釧和•賺幸知望月職 2024 山朝におけるスギの骷髄曲援の修正 日柳斜会大会 135

五留馳 2024 *扱後の超動動力意の逢いが、造#地に曲耳下刈の作菜負担に及ばす影畧 日林將会大食 135

伊解南小澤器之 2024 カシノナガキクイムシ被害村による大人向け木工作キットの製作 日林材学会大会 74

長池卓昜 2024 Current situation and future issues of forest-related work by persons with disabilities in Japan iUFRO World Congress

長�耨 2024 Restoration from even-aged conifer plantation toward mixed forest by planting broadTeaved tree at he
cutting sites in ML Fuji, central Japan IUFRO World Congress

林 耿 2024 か(ラトラップ畐像を用いた屬体�推定 肝瓶類学会大会 2024年度

林 却太 2024 ニホンジカ列車雖事故の発生費国鵰用 R本醜類学会大会 2024年度

大津千畐便大)•玉田麝也魔池卓男冃か 2024 ニホンジカの朗製:別衰退した半自�草邸:おける植生保護相の�風§咼の養創我降專生植物1n生育.状況に与える好雲 植生学会大会 29

小溝瑟ほか 2024 林葉従事者の確鰭について 開東森林学会大会 14

長�務 2024 落葉広葉�二次林における枯范木の動善 関東森林学会大会 14

林� 2024 山梨県の更高山帯に制ナるコメツガ稚副へのニホンジカの摂食の影密 琳麟学会大会 地

三枝 茂 2025 柚加工乾燥強度の躅�無を提應メ 山繫黑劇爆台研究用研究据発表会 令和�度

読釧科 2025 カシパ クイムシの桂書技大に及ぼす因子に周する専究 也契騎頫的播般観発表会 令細年度

喪好男 2025 針広混交林丸球めの周�法に閉するM 山網耕能鶴就研究成果発表会 令短6年道

大峨平 2025 UAVJCT族器を活用した森株整情事業の案瑙効事化 山栗髓柳台研究所研究跳M会 令和6年度

大塩斜 2025 達篥用マルチコプターを用いたマックイムシ新段等の検� 山梨県森齡的覧曲究頗発表会 令制年度

小津殺 2025 素#生錐向上に着目した建艇手紐蟠 峙髓機合M禍究成果発裏会 親6�

戸沢T 2025 デジタル栩蝕システム館㈱ 腱騎般物究禍�県発表会 令和6年度

戸沢一宏 2025 森機離綱した嶼就培方法に関する研究 膜様腰物期般線発齢 令和6年度

黃池卓男 2025 落葉広葉樹二次林における精磨財植物種招成の提与変化 日本觥学会大会 136

林 結太•長池卓党 2025 亞高山番計菓樹林でのニホンジカの剥皮の進行 我森林学会大会 136

長初計•大澤正財皇月牌 2025 カシノナガキクイムシが越冬可隹な騎哺査-W- 肚輙学会大会 136

飾達志•豊月邦直•大澤躅 2025 カシノナガキクイムシの思球かちの脱出較・甲府建/の事例- 咻補学会大会 136

大津正駒•髙橢達志 2025 早期落葉が港葉性害虫に与える影譽-もし早期落葉しなかったト 日本觥学会大会 136

大無平 2025 下河リ作集の後核化に向けた研究 日本就�大会 136

小落截•伊認伸喂田馱 2025 カシノナガキクイムシ被害材における被害分布とビロテ'イン售 日林材学会大会 75

長池卓男 2025 シカがいるところでの主伐を考える 森株族集研究会シンポジウム 25
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(3)森研情報
発精名 年 盤 聽名•学会名等 号など

離朝 2016 創立80得年を連;して 森嫗緑 43

西川浩己 2016 ヒノキ�朗細苗の生産手法の確立 森競報 43

顓勇人 2016 ニホンジカの森林生雪系に及ばす君畧と皆切な管理方法の開発 調情報 43

大津千畠 2016 粮子をなるべ«特も込まずに接化す引二は？ 森里情報 43

杉琢己 2016 餌話の娟触品解理 森開報 43

大嫩平 2016 森林GISの効率違用にむお感體横断邕GISのDB構集と経當解析手まの身発 森困情範 43

柘植賢二 2016 人材育良の驟とな体制作りを目指した取り粗みについて 綱㈱ 43

出中 格 2017 物皆�落新葉樹苗木喃就よるit�交株献技騎熱)械 森請情報 44

融卓男 2017 ニホンジ加号い計葉樹人工林を計広濃交林へ転�す引用 森球情報 44

脱車男 2017 高山帯に登るニホンシカに国っています 塾研情報 44

大澤正嗣 2017 カシノナガキクイムシが山梨県で捕覆されました . 森M報 44

三枝 技 2017 NCルータ�での仕上げ切師:ついて 調解 44

小峰正之 . 2017 様ャな研修を実窗にKはす 観蹤 44

三枝 茂 2018 業速スギCLTラミナの発配:ついて 森開報 45

長池卓男 2018 ニホンジカを効率よく播追するための節たな試み 調解 45

開奈齡 2018 レンゲッッジ咲く草息を保全するために 彌牌 45

三枝 役 2018 県叠スギ屋板の造作材Eての品質 森琳報 45
小柳之 2018 木質想料の品質等に関する踹の幅決 調開 45

大地純平 2018 枚�竹林を利用したニホンジかイノシシの読專筋張 調情報 45

戸沢T 2018 カンソウ廳結方法 細儷報 45

小蜂正之 268 新しい葉務管理システムのご貂介 細彌 45

三枝 茂 2019 実描ぎの接合部を曲像化して意匠世を高怖た木製内境牀0間発 森M報 46

西川清己 201*? カラマツコンテナ菌の生建方法の働先 調髓 46

長池戟 2019 希姆を的ながら觥を管理するために 調離 46

離卓男 2GM 身荏地で*森林の保健休養後能を高め引:は 森刷報 46

大地範平 2019 現場ニーズに鮭あした新をな森林GIS基整デー外主題�の�成手球国発 集踹報 46

杉球己 20m 県産スギ早身材の猛度住窗を明らかにする 弃研雕 46

廣瀬 港 2019 カうマッ技ては水がどのように強環しているのか？ 音踹報 46

小岸正之 2019 君想林重就業者へ技能習得を支援しています 調髓 46

三枝 茂 2020 山梨県産カラマツの地賜強度特性 森%情報 47

�川浩己 2020 希少植將の源解瞰魂齬觥の跚 査研㈱ め

戸沢一宏 2020 坂木を利用したものこ窖力化養培技術の普往 調情報 4ワ

朗卓男 2020 ニホンジ力の�をどのように謂べる？ 森里情報 47

大雌平 2020 株葉用架接システム像材切の近代化にMする�究開発 �踹 47

三技 弦 2020 山梨鳥住スギおよびカラマツから釁造したCLTの強度性能 胸解 47

長到!計 2020 下列作初勧化を目指して 調牌 47

小修正之 2020 自走或下刈最豊及の期)鈑みについて �解 47

大津正爾 2021 潜葉便害虫ャノナミガタチビタマムシの生屠と対簸 的讎 48

長制計 2021 下刈”ス欄激晌けて哂験 螭情福 48

長池卓男 2021 落軌葉樹の献造袜為に 協情瞿 48

大物斛 2021 一貫作業システム事人に即れーヒノキコンテナ苗植栽*• 森研歸 48

小津雅之 2021 木材を乾燥する一柱材論 森觴報 48

小澤雅之 2021 木材を転壤?るーチッブ編 春騎我 48

聴満 2022 カラマツ人球の木騎飜能 森請情報 49

大稔範平 2022�植地における野生動物�害とその対策 調情報 49

威卓男 2022 歯数の離を植えた人工机材積が擋屈？ �情報 49

戸沢一宏 2022 キヌガサタケの装培 観情報 49

三枝 笹 2023 スギ畑丸太喃易強度鋼方法 芻髄 50

三枝 茂 2023 山桑県産ヒノキの重度智佐 義研器粮 S0

長池卓男 2023 スズタケか枯れた踝は？ 義球競 50

長池卓男 2024 気候変動と森#ヒニホンジカと 欝情報 51

小澤疑 2024 カシノナガキクイムシ希善材の有効利用について 森M報 51

西川港己 2024 カラマツの箱:停2つけて結実を保進する 稱1情報 5E

大地斜 2025 ラジコン草必樹:よる下用リ作業の労働負荷軽減と効率化 鹹翩 52

戸沢T 2025 伐倒した木材のデジタル直定 有覇情報 52

西川浩己 2025 少桃ヒノキ積子の體を目指して 胸情� 52
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(4)専門誌
発岩者名 . 年 懿 殺誌名•学会名導 号など

長清卓男 2014 解たな人工林のあり方を目指して 科研賣NEWS Vo!.l

敷邕勇人•長池卓易 2014 甫ア比プス国立公国の至高山音計葉樹林におけるニホンジカのE皆 日本高山植物保護離報 74

田* 格 2014 実証試装に基づくタケの單険方洶二ついて 欄やまなし 206

柘燧賢二 2014 けクターの油圧協力を利同した集村楼の開発 �やまなし 207

大津正嗣 2014 宮士山の甲虫 -その豫況及びシラビノ林の地中かも発生する甲虫�- 昆就饑 7

技為勇人 2015 由熱2014年の記義的な大雪がシが二与えた影察 認保護 543

長池卓和大津千昌•極務勇人 2015 ニホンジカに影響された単自熱草廓：:おける植生復元 公立林葉臨研究機開
用究位県選集 12

飯島勇人 2015 山製黑のシカ管理に関わrて思う:しヒ 森林科学 73

飯M人 2015 ニホンジカ管理にぬ妻な3つの管理と踢研究 林菜やまなし 208

戸沢一宏 2015 夏でも栽培できるキノコ1 アワビタケJ 的mなし 208

大津千呂 2015 生物多様性に配慮し機化工指計案の作成 林東やまなし 209

小海翼を 2015 未利用木貿バイオマスによ“ネルギ・用材化 間中期通開 39

田中 格 2015 ヒノキにおける林静と光合或能力のM係 同中林試連高�株の株壑および成立条件に関する研究会報告
書

田中 格 20*5 騎林も対紅した由梨�システム蝴�の作成 倒中牀故速高銀林の慈璽および成立条件に関する碳究を報告
書

西川治己•馬目莓行 2015 コンテナ後種木を用いた移動え換積園の造成技甯の羅立 間中林隸連花粉症ii策研寃会成果集

大澤正嗣 2015 カラマッ�株心寓嶄への対策指計 現代嘏 586

版島勇人 2015 ニホンジカの森林生態系に及ぼす影響と連切な管理手法の関発 現代林菓 592

長池韓 2015 山察県森牀艙含琉期南立師国年を迎えて キ様やまなし 210

戸沢一宏 2015 竹チップを利用したきのこの菌床栽培 牌やまなし 210

長池卓親田中 格•板島勇人 2015 �葉建人工林に広葉樹を生やすには？ やまなし株業普及通信 49

小澤雅之 2015 細用林は立触エネルギ7源 やまなし林窠号及通項 50

指村奈種子•大津千昌嘛池卓男 2017 レンゲッッジ咲く草源を保全するために やまなL#菓普及通信 51

大澤正嗣 2016 全高山帯針葉�牀の害虫,トウヒッツリヒメハマキ (Epinotiapiceae (isshiki))の個体解密度の変動 森林防獲 65

長港卓曇 2016 シンポジュウム1'南アルブス嬴山帯のニホンジカととうっきあうか』を開催して 日本高山植相闘情会報 79

養池タ野大津チ昌儼島富人 2014 ニホンジか)影奪を受けた山県県橋影山の半自ぬ草原における植生観元 梱科学 347

長他卓男 2016 山臬県を株投合用究所は甸立2周年を迎えました 国中牀触情報 40

杉琢己 2016 構造用躺の解的な品質龍技術 関中林試達觴 40

坂鳥勇人Hか 2016 森林におけるシカ間題を解決するための知見應覆 部技術 890

大澤正嗣 2016 カラマツ相様忐競の装書経劇集 林やまなし 211

田中 格 2016 「針広混交林達成のための技術指扑」を作成しました 林菓やまなし 212

大地提平 2OJ6 引川(弱人航空粮｝jを用いた森林請直とその弯報性 林兼やまなし 213

田中 権 2016 針広鹹林�成のための技術指針傭類人工林喇糧交林への萌) 林案普及情報活動システム化リーフレット 平成27年度

昼池卓舞•飯島勇人•田中 格 2016 山梨県における針葉樹人工林の�広温交林•広葉樹林化事保集 2016年7月
版

長池卓男ほか 2017 アメリカ台細ベンシルバニア州でのオジロジカ髄に学ぶ一職の主体硼飢よる筋的シカ管灯 森林科学 79

飯矗勇人 2017 シカの他体数推定法の変道と集題 森林科学 79

甚池卓男 2017 ニホンジカか多い陽前で針葉樹人エ林を#広港交牀化するには？ 林菜やまなし 214

大空�車 2017 樋資材を用いた周易目い農ほるニホンジカ豺館方法の開発 現期模 617

大澤正周 2017 森林県やもなし喃嘲する研究所-山臬県住林搶台研究所ー 林東やまなし 216
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発義者名 年 題名 践名•学会鍔 号など

小澤龍え 2017 吹け眼ぶよ妹材の給に… 林菓やまなし 216

西川浩己 2018 ヒノキ花粉後対策窿苗の生産手法の明発 牌やまなし 217

大驍平 2018 タプレ外揖来をもrて春に行こう！ 牌やまなし 218

小峰正之 2018 山梨髓㈱合縦所で難し”る騎修について 林業やまなし 218

本多環己 2018 構造用鬟材の効率的な品質管理技術n やまなし林集普及逸信 52

小澤徹 2018 木質ベレット殯の品質 やまなし林東普及透信 53

大搶純平 . 2018 タケノコを野生参悔の食害から守る やまなし林菓普及送信 S4

喪蕭卓男 2018 森林の保空休養施能を高ゆるほか森林公恩と別在他の事例- やまなし林第普及送信 55

長池卓男 2018 森林の裁少種を保金するた航に ゃれU様普及施信 56

和!浩己 2018 カラマツコンテナ苗の生産方産 やまなし植普及辭 57

大雌平 2018 タブレット燧末をもって森に行こう！ やまなし株東普及君信 58

ボ*正算 2018 っち«ちげ篇の技害にこ•注意一木の近«で貝を火をしない” やまなし林賞普及通信 59

長準男 2018 な叔の別荘他におけ&カラマツの管理と課強 関東断研究 能

曲出吉己 2018 コンテナボックスに探積木を植�して配置する新たな艮建留�成技師の確立 公立聽瞼研究蜩
喊�醒 15

長池^ 20IS 森林I間由cope 復元に関する国際含物:参加して 森㈱学 83

長港卓男 2018 スギ•ヒノキ人工林の計広為交林化を考える橫点 春械衛 920

三枝 茂 2018 整性を高州柳内翻の献 雕やまなし 219

西幅己朋新 2018 コンテナポックスに採種木を植�犧子の動率的生産方法を開発 環代林菜. 630

大澤正爵 2018 大切な触松くい虫かも的う 林葉賢及情報活動システム化リ•'フレット

長池卓男 2019 希少建を像金しながら弃林を管理すること 林葉やまなし 220

三枝 役 2019 実蚓ぎの修合部を曲速化して囂氏住を高�た木黑内豊材の開発 公立擁賜歌鮪
爵究或罪集 16

週木俊�(森林簿羅)•長池卓男•西川浩己
ほか 2019 八ヶ岳の山県県有林に設置したヤツガタケトウヒ就験区に却珏シカ様害を受け太林相の12年閉の変化 森林接合璃究希碟究報告 18

長解男 2019 ブックス『森林科学シリーズ”春森林と野生島物j 森好学 86

高情 技(林木育整以京川浩とほか 2019 カラマツの様子をつけやすくする方法の開発ーカラマツ首木の安定供諾に向けて- 森林接合研究所日究成果通集 令和死年版

酬治日卅 2019 種子生度勧の抵下し橋州における光環埃瞰善忸状機による糕便配っいて 関中開連巒良種細触直臬集

声�-嚏 2019 ヌメリスギタケの肝難 林茶やまなし 221

小澤理之 20N 計騎紐の乾燥と品貲 林葉やMし 222

驍卓期封、 2019 シカをどうモニダJンチ1%か やまなし#東普及�簿 60

戸沢一宿 2019 �木を利用したきのこ省力化義培技的の硅立 やまなし催普及遵信 61

西時吉己 2019 希少棋物等の造伝貫導の増鬼保存技術の硅立 やまなし讎普及送信 62

三技 茂 2019 由梨県産カラマツの地域病強度特性 やまなし株耕及離 63

三g 修 2019 由顯達スギおよびカラマツか,製亂た CLT磧度住後 やまなし林業普及通信 64

大想梅平 2019 カメラ搭找策矇用徴器による効率の向上 やまなし林業普及通信 65

長池卓*長谷“唐小田中 格 2020 落葉広細の森林を造るために やまなし�普及通信 66

小稱之 2020 チップの天�乾燥に挟む - やまなし槻普及護信 6ツ

小澤部 2020 柱材の人工乾燥に徉うtmを考える やまなし臃散通信 68

武居正道 2020 令和2年度の本用用隹を紹介します やまなし林業普及通信 69

大澤正嗣 2020 県内にナラ估榻!害が発生しました 林東やまなし 223
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西那告己 2020 光環境の改善kよるカうマツ探建国の着果国達について Mやまなし 223

小峰正之 2020 自走式草理搦ニよる下利技術研修会を�働4した 牌やまなし 223

西耕治己 2020 等姐解爛覇淳の増身保存接細賊 帥權連髄

大澤正爵 2020 浩葉住害虫ャノナミガタチビタマムシの生第と対策 森林職 69

西川浩己 2020 物理的制�によるカラマツ探称置の着花•着果便進について 植葉やまなし 224

福池卓男 2020 ニホンジカの覇警と民護管理に関する能圈究 やまなし囂な 49

長抑1斜 2020 修:1火�肉?)た町下煙)のる妻啓�を見直してみる 林業やまなし 225

長池卓勇 2020 覇龜韌奥地森歯知作ニホンジ力の覇鞫俗 M酸精報耦システム好レフレット

長池務噎答川計ほか 2020 山親におけ*t細人引喃触知R麒期化事瞧 2020年6月
版

長谷“儀甲出中 格•大地終乎 2021 下例コストを削贏する目“カラマッ的 やまなし茸草管祗通信 70

長谷川雷平田中 格•大地統平 2021 下*リコストを前注するには (ヒノキ版) やまなし林真普及通信 71

長湯粘喪訓計 2021 U敗の曲建が植義セれた人工林の管理 やそなし林精及通信 72

黒瀬 鶴 2021 森林田水導通義機範を利る やキなし#荣皆及通信 73

大則平 2021 ヒノキコンテナ番を活用するために 課やまなし 226

小埠正之 2021 再造牀コストを�麗クうッシャ地格犠の開発支援 林菓やまなし 226

日下 度 2021 r低コスト造林技術吁則をM集しました 扌�やまなし 227

三枝 茂 2021 丸太晦部製村昌嫄度 職やまなし 227

小澤龍之右軍修仲�田昌人帚木妻仁 2021 異なる乾操秦件下にお1曷スギ柱Mの乾壊務れ 聞東森林磧宏 72

小報之 2021 バイオマス熱ポイう用のチッブ含水率について 駐臘熱M梱用研究会成離告書

小澤般 2021 計�材の聴用について 黜他軌開到用馭球離告普

麴 造 2022 森林の水濠涵養�後を觀べる 林業やまなし 228

賺卓男 2022 ぜ数の自種力嚙義をれた人工林を管理するために 牌やまなし 229

戸状一宏 2022 ハタケシメジの雕国侏ての栽培方法)に関する情兜軽逸 終やまなし 230

日下 催 2022 整粮系集忖技嗣:おけろ人材育出支援等の婕みについて 惓やまなし 230

物”魔�責平 2022 濃交植敷人工轉で迎収步はみもれるが?ーカラマッ七ノキ濃交植養人工林の事例 �好林研究 フ3

�幅平価中柳大㈱率里月邦良 2023 下的力臓他ホ膽 や 3：なし林家普及道信 務

簷池卓男 2023 宮土山の更高山帯計票制#へのニホンジカの爵畧 やまなしな東普反通信 75

式居正道 2023 ラジコン草液久下剛が楽にな*、？ やまなし林終及通信 7a

小津雄之 2023 カラマツ丸太とラミナの関係 牌やまなし 231

武居正道 2023 ウィンチアシスト剪横様(テザー)の見学体験会が開佳されました 扌燥やまなし 231

大地範甲 2023 山地帯で'の UAV を用いだ醐雖報について 公立聴眠職齣載軀集 20

品池卓男 2023 スズダrの精死器が土壌漫食節止に及ぼす影響 公立糕膜研究齣就成果第 20

西川浩己 2023 効率的なカラマツさし木苗の育苗手法の開� 林業やまなし 232

戸沢一宏 2023 断たなきのこ菌床栽培方法の硅立 シロアラケキクラゲとハタケシメジの養培方法 林野まなし 233

長池卓男 2023 外来樹二よる人工林をどう考えるか？ 林葉やまなし 234

養池卓劈 2023 山網遁高山帯に明るニホンジカの飭響 関中林髓森希の持つ環螃全靈能徳倩

三枝 茂 2024 スギ大径丸太の龜強度軀方法 やまなし林業皆及通信 77

林 耕太 2024 JR身是族のニホンジカ�道衝突事故 やまなし林窠普及造信 78
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西川浩己 2024 脚韌醯によ劭ラマツ採解の林麗にっいて やまなし株業普及通信 79

大澤正嗣 2024 生駐�した麟蝕應害報減手法醴融そのM 森林技術 990

長港卓男 2024 ニホンジカG牌への最近の牌 やま知覧友 53

大澤正留 2024 マッノマダラカミキリの発生予察ー由継ての皆査ー 牌やまなし 235

大塩終里 2024 RTK基準局設塞:よるGNSS宣色情度自上の料施み 林菓やまなし 236

望月友裕 2024 牌安全M指專 駐等嫄務に係る特別教育砥樹:ついて 林耕まなし 236

三枝 茂 2025 雕職材の品質髄 牌やまなし 237

西用浩己•馬目3行 2025 ヒノキ少槌艇離木における鹹健體の㈱ 帥林遍優良�の普及に削掂高易質�究会 感歌

小澤整を伊駆律 2025 カシパ クイムシ技害ホの甯効科制:関する崎究 公立機觀研究齣
球究盛果集 22

長砌 1階平 2025 ナラ枯れを媒介するカシノナガキクイムシはどのくちいの樓高まで越零できるか？ 林東やまなし 238

畳池卓男 2025 麻穌帥の触方 やM,し林韜及通信 80

縄 演 2025 土讎出を分析ね やまなし林策普及図i 81

林 精太 2025 高後高垓等の具地森林におけるユホンジ力の彩舞辞12その2 拉菓普A情置き勤システム化リーフレット
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(5)著書
発表者名 年 題名 短技名•学会名等 号など

最泡卓男 2014 森妳生解系の多様性維持における梏死木の後封と管理 周木を学の基礎�座 単木医学会癌

笈池卓男 2015 Restoration of Conifer Plantations in Japan: Perspectives for Stand and Landscape Management and for
Enabling Social Participation

Restarotion of Boreat and Temperate Forests,
Second Edition

長池卓男 2017 南アルプス島山帯でのシカの爵響とその管理 B本のシカ 移光-••範島
勇人您

大齋正樹 2018 昆虫類(カワラゴミムシ•ヒラタクワガタ♦オオクワガタ•ダイコクコガネ•オオチャイロハナムグリ•ケプカマルクビカミキリ•ヒゲナガ
ゴマフカミキリ•トラフカミキリ♦アカムネハナカミキリ•ヨッポシカミキリ) 2018也梨県レッドデータブック

養池車男 2018 ニホンジカが多い時代の牀楽とは 保持林糞ー木を我りながら生き常を守る-
椅澤定昭・
山浦悠一•
栗山港一国

大澤正廣 2018 計葉榔人工林の繇に浮かぶ広葉樹 保持卦薬ーホを我りながら生き物を守る-
椅澤宏昭
山漁�-
聚山浩一協

長港卓男 2024 富士山をとりまく森常 図説 日本の贏林一森•人•生き物の多様なかかわり宀 日本春牀学会
�


